
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第４級ホスホニウム塩の存在下、下記（１）式で表される化合物を重合硬化する光学材料
の製造方法。
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ、ｂ、ｃ、ｄおよびｅは各々独立で、０、１または２である。また、Ｘ 1、Ｘ 2、Ｘ 3お
よびＸ 4の内、少なくとも１つ以上はメルカプト基である。）
【請求項２】
第４級ホスホニウム塩の存在下、前記（１）式で表される化合物と、イソシアネート基お
よび /またはイソチオシアネート基を１個以上有する化合物を含有する組成物を重合硬化
する光学材料の製造方法。
【請求項３】
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第４級ホスホニウム塩の存在下、前記（１）式で表される化合物と、イソシアネート基お
よび /またはイソチオシアネート基を１個以上有する化合物と、硫黄を含有する組成物を
重合硬化する光学材料の製造方法。
【請求項４】
第４級ホスホニウム塩の存在下、前記（１）式で表される化合物と、イソシアネート基お
よび /またはイソチオシアネート基を１個以上有する化合物とビス（β―エピチオプロピ
ル）スルフィドを含有する組成物を重合硬化する光学材料の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、プラスチックレンズ、プリズム、光ファイバー、情報記録基盤、フィルター等
の光学材料、中でも、眼鏡用プラスチックレンズを製造する方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
プラスチック材料は軽量かつ靭性に富み、また染色が容易であることから、各種光学材料
、特に眼鏡レンズに近年多用されている。光学材料、中でも眼鏡レンズに特に要求される
性能は、低比重に加えるに、高透明性および低黄色度、光学性能として高屈折率と高アッ
ベ数であり、高屈折率はレンズの薄肉化を可能とし、高アッベ数はレンズの色収差を低減
する。近年では、高屈折率と高アッベ数を維持するために、硫黄原子および／またはセレ
ン原子を有する有機化合物が数多く報告されている。中でもポリエピスルフィド化合物が
屈折率とアッベ数のバランスが良く、報告されている一例を挙げると、特開平９－１１０
９７９号公報には直鎖型ポリエピスルフィド化合物が、特開平９－７１５８０号公報には
分岐型ポリエピスルフィド化合物が、特開平９－２５５７８１号公報には環状骨格を有す
るポリエピスルフィド化合物が、特開平１１－１４００４６号公報にはセレン原子を有す
るポリエピスルフィド化合物等が提案されている。これらの発明のポリエピスルフィド化
合物においては、分子内にメルカプト基を有するものはないため、光学材料の必須条件で
ある色調を満足させるためには、メルカプタンを添加する必要があった。しかしながら、
これらのポリエピスルフィド化合物にメルカプタンを添加した場合、耐熱性の低下が著し
いため、少量しか添加することができず、色調を向上させる効果が不十分であった。また
、光学材料の強度の物性を満足させるためには、さらにメルカプタンに加えてイソシアネ
ートを添加する必要があるが、従来技術のポリエピスルフィド化合物にメルカプタンとイ
ソシアネートを添加した場合、屈折率の低下が著しいため、少量しか添加することができ
ず、耐衝撃性を向上させる効果が不十分であった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、高屈折率と高アッベ数を有する材料の色調と耐衝撃性を向上させること
にある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本出願者らはこの発明の課題を解決すべく鋭意研究を行った結果、分子内に１個以上のメ
ルカプト基と、１個以上のエピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結合を有す
る化合物を含有する光学材料用組成物を重合硬化して得られる光学材料により解決できる
ことを見い出した。
【０００５】
【発明の実施の形態】
本発明で使用する分子内に１個以上のメルカプト基と１個以上のエピチオエチル基および
／またはエピチオエチレン結合を有する化合物を含有する光学材料用組成物は、光学材料
とした時に高い屈折率と高いアッベ数の両者の良好なバランスを発現し、なおかつ良好な
色調と高い耐衝撃性を有するものである。本発明においては、良好な色調と高い耐衝撃性
を効果的に発現するために分子内に１個以上のメルカプト基と１個以上のエピチオエチル

10

20

30

40

50

(2) JP 3879820 B2 2007.2.14



基および／またはエピチオエチレン結合を有する化合物が光学材料用組成物全体の１重量
％以上であることが好ましく、より好ましくは５重量％以上である。また、分子内に１個
以上のメルカプト基と１個以上のエピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結合
を有する化合物は１種類でも２種類以上でもかまわない。
【０００６】
本発明で使用する光学材料用組成物とは、分子内に１個以上のメルカプト基と１個以上の
エピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結合を有する化合物単独もしくはこの
化合物の１種以上と反応可能な化合物を必須成分とする混合物である。分子内に１個以上
のメルカプト基と、１個以上のエピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結合を
有する化合物と、この化合物の１種以上と反応可能な化合物との反応は、メルカプト基に
よる反応およびエピチオエチル基もしくはエピチオエチレン結合の開環反応である。前者
は主に２重結合や３員環などの不飽和結合への付加反応であり、例えばイソシアネートへ
の付加やエポキシドやエピスルフィドへの付加やメタクリレートへの付加などが有名であ
る。　また、これ以外にも酸化カップリング反応や縮合反応など多岐にわたる反応が知ら
れている。後者はアニオン、カチオンまたは配位型による一般的なイオン型開環反応であ
る。本発明で使用する分子内に１個以上のメルカプト基と１個以上のエピチオエチル基お
よび／またはエピチオエチレン結合を有する化合物と反応可能な化合物は、これらの反応
等により重合硬化することにより光学材料として使用可能な透明樹脂の原料となりうるも
のであれば、特に限定されるものではない。
【０００７】
本発明で使用する分子内に１個以上のメルカプト基と、１個以上のエピチオエチル基およ
び／またはエピチオエチレン結合を有する化合物とは、分子内に１個以上のチオール（Ｓ
Ｈ）と１個以上のチイラン環を有する有機化合物であり、この条件を満たす化合物はすべ
て含まれる。
本化合物についてわかり易く説明するために、以下に代表的な具体例をあげる。
１，２－エピチオメルカプトエタン、１，２－エピチオ－１，２－ジメルカプトエタン、
１，２－エピチオ－１，２，３，４－テトラメルカプトエタン、１，２－エピチオ－３－
メルカプトプロパン、１，２－エピチオ－３，３－ジメルカプトプロパン、１，２－エピ
チオ－３，３，３－トリメルカプトプロパン、２，３－エピチオ－１，４－ジメルカプト
ブタン、２，３－エピチオ－１，１，４，４－テトラメルカプトブタン、１，２－エピチ
オ－５－メルカプト－４－チアペンタン、１，２－エピチオ－５，５－ジメルカプト－４
－チアペンタン、１，２－エピチオ－５，５，５－トリメルカプト－４－チアペンタン、
１，２：６，７－ジエピチオ－１，７－ジメルカプト－５－チアヘプタン、１，２：６，
７－ジエピチオ－３，５－ジメルカプト－５－チアヘプタン。
【０００８】
以上、代表的な具体例をあげたが、本発明の分子内に１個以上のメルカプト基と１個以上
のエピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結合を有する化合物は上記の例示化
合物だけに限定されるものではない。例示化合物の中で比較的好ましいものは、下記（１
）式で表される化合物である。
【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ、ｂ、ｃ、ｄおよびｅは各々独立で、０、１または２である。また、Ｘ 1、Ｘ 2、Ｘ 3お
よびＸ 4の少なくとも１つ以上はメルカプト基である。）
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【０００９】
このなかで、さらに好ましいものは、１，２－エピチオメルカプトエタン、１，２－エピ
チオ－１，２－ジメルカプトエタン、１，２－エピチオ－３－メルカプトプロパン、２，
３－エピチオ－１，４－ジメルカプトブタン、２，３－エピチオ－１，１，４，４－テト
ラメルカプトブタン、１，２－エピチオ－５－メルカプト－４－チアペンタンである。
【００１０】
本発明で使用する分子内に１個以上のメルカプト基と、１個以上のエピチオエチル基およ
び／またはエピチオエチレン結合を有する化合物は、公知の製法やメルカプト化合物の製
法とエピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結合を有する化合物の製法の組み
合わせ等により容易に合成できる。公知の製法の一例としては、Ｌ．Ｗ．Ｃ．Ｍｉｌｅｓ
ら，Ｊ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．，８１７（１９５２）に記載の方法が挙げられる。
【００１１】
本発明の光学材料を製造するために使用するために、必要に応じて硬化触媒を添加するこ
とができる。硬化触媒としては、アミン類、フォスフィン類、第４級アンモニウム塩類、
第４級ホスホニウム塩類、第３級スルホニウム塩類、第２級ヨードニウム塩類、鉱酸類、
ルイス酸類、有機酸類、ケイ酸類、四フッ化ホウ酸類等を挙げることができる。具体例と
しては、特開２０００―２３９３８４号公報に記載されたものがあげられる。
【００１２】
本発明の光学材料用組成物を重合硬化する際に、必要に応じて硬化触媒を添加することが
できる。硬化触媒としては、アミン類、フォスフィン類、第４級アンモニウム塩類、第４
級ホスホニウム塩類、第３級スルホニウム塩類、第２級ヨードニウム塩類、鉱酸類、ルイ
ス酸類、有機酸類、ケイ酸類、四フッ化ホウ酸類、過酸化物、アゾ系合物、アルデヒドと
アンモニア系化合物の縮合物、グアニジン類、チオ尿素類、チアゾール類、スルフェンア
ミド類、チウラム類、ジチオカルバミン酸塩類、キサントゲン酸塩類、酸性リン酸エステ
ル類を挙げることができる。以下にこれらの代表的な具体例を示す。
【００１３】
（１）エチルアミン、ｎ－プロピルアミン、ｓｅｃ－プロピルアミン、ｎ－ブチルアミン
、ｓｅｃ－ブチルアミン、ｉ－ブチルアミン、ｔｅｒｔ－ブチルアミン、ペンチルアミン
、ヘキシルアミン、ヘプチルアミン、オクチルアミン、デシルアミン、ラウリルアミン、
ミスチリルアミン、１，２－ジメチルヘキシルアミン、３－ペンチルアミン、２－エチル
ヘキシルアミン、アリルアミン、アミノエタノール、１－アミノプロパノール、２－アミ
ノプロパノール、アミノブタノール、アミノペンタノール、アミノヘキサノール、３－エ
トキシプロピルアミン、３－プロポキシプロピルアミン、３－イソプロポキシプロピルア
ミン、３－ブトキシプロピルアミン、３－イソブトキシプロピルアミン、３－（２－エチ
ルヘキシロキシ）プロピルアミン、アミノシクロペンタン、アミノシクロヘキサン、アミ
ノノルボルネン、アミノメチルシクロヘキサン、アミノベンゼン、ベンジルアミン、フェ
ネチルアミン、α－フェニルエチルアミン、ナフチルアミン、フルフリルアミン等の１級
アミン；エチレンジアミン、１，２－ジアミノプロパン、１，３－ジアミノプロパン、１
，２－ジアミノブタン、１，３－ジアミノブタン、１，４－ジアミノブタン、１，５－ジ
アミノペンタン、１，６－ジアミノヘキサン、１，７－ジアミノヘプタン、１，８－ジア
ミノオクタン、ジメチルアミノプロピルアミン、ジエチルアミノプロピルアミン、ビス－
（３－アミノプロピル）エーテル、１，２－ビス－（３－アミノプロポキシ）エタン、１
，３－ビス－（３－アミノプロポキシ）－２，２’－ジメチルプロパン、アミノエチルエ
タノールアミン、１，２－、１，３－あるいは１，４－ビスアミノシクロヘキサン、１，
３－あるいは１，４－ビスアミノメチルシクロヘキサン、１，３－あるいは１，４－ビス
アミノエチルシクロヘキサン、１，３－あるいは１，４－ビスアミノプロピルシクロヘキ
サン、水添４，４’－ジアミノジフェニルメタン、２－あるいは４－アミノピペリジン、
２－あるいは４－アミノメチルピペリジン、２－あるいは４－アミノエチルピペリジン、
Ｎ－アミノエチルピペリジン、Ｎ－アミノプロピルピペリジン、Ｎ－アミノエチルモルホ
リン、Ｎ－アミノプロピルモルホリン、イソホロンジアミン、メンタンジアミン、１，４
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－ビスアミノプロピルピペラジン、ｏ－、ｍ－、あるいはｐ－フェニレンジアミン、２，
４－あるいは２，６－トリレンジアミン、２，４－トルエンジアミン、ｍ－アミノベンジ
ルアミン、４－クロロ－ｏ－フェニレンジアミン、テトラクロロ－ｐ－キシリレンジアミ
ン、４－メトキシ－６－メチル－ｍ－フェニレンジアミン、ｍ－、あるいはｐ－キシリレ
ンジアミン、１，５－あるいは、２，６－ナフタレンジアミン、ベンジジン、４，４’－
ビス（ｏ－トルイジン）、ジアニシジン、４，４’－ジアミノジフェニルメタン、２，２
－（４，４’－ジアミノジフェニル）プロパン、４，４’－ジアミノジフェニルエーテル
、４，４’－チオジアニリン、４，４’－ジアミノジフェニルスルホン、４，４’－ジア
ミノジトリルスルホン、メチレンビス（ｏ－クロロアニリン）、３，９－ビス（３－アミ
ノプロピル）２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５，５］ウンデカン、ジエチレン
トリアミン、イミノビスプロピルアミン、メチルイミノビスプロピルアミン、ビス（ヘキ
サメチレン）トリアミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ペンタ
エチレンヘキサミン、Ｎ－アミノエチルピペラジン、Ｎ－アミノプロピルピペラジン、１
，４－ビス（アミノエチルピペラジン）、１，４－ビス（アミノプロピルピペラジン）、
２，６－ジアミノピリジン、ビス（３，４－ジアミノフェニル）スルホン等の１級ポリア
ミン；ジエチルアミン、ジプロピルアミン、ジ－ｎ－ブチルアミン、ジ－ｓｅｃ－ブチル
アミン、ジイソブチルアミン、ジ－ｎ－ペンチルアミン、ジ－３－ペンチルアミン、ジヘ
キシルアミン、オクチルアミン、ジ（２－エチルヘキシル）アミン、メチルヘキシルアミ
ン、ジアリルアミン、ピロリジン、ピペリジン、２－、３－、４－ピコリン、２，４－、
２，６－、３，５－ルペチジン、ジフェニルアミン、Ｎ－メチルアニリン、Ｎ－エチルア
ニリン、ジベンジルアミン、メチルベンジルアミン、ジナフチルアミン、ピロール、イン
ドリン、インドール、モルホリン等の２級アミン；Ｎ，Ｎ’－ジメチルエチレンジアミン
、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，２－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，３－ジア
ミノプロパン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，２－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１
，３－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，４－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジメ
チル－１，５－ジアミノペンタン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，６－ジアミノヘキサン、Ｎ
，Ｎ’－ジメチル－１，７－ジアミノヘプタン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルエチレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，２－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，３－ジアミ
ノプロパン、Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，２－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，
３－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，４－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジエチ
ル－１，６－ジアミノヘキサン、ピペラジン、２－メチルピペラジン、２，５－あるいは
２，６－ジメチルピペラジン、ホモピペラジン、１，１－ジ－（４－ピペリジル）メタン
、１，２－ジ－（４－ピペリジル）エタン、１，３－ジ－（４－ピペリジル）プロパン、
１，４－ジ－（４－ピペリジル）ブタン、テトラメチルグアニジン等の２級ポリアミン；
トリメチルアミン、トリエチルアミン、トリ－ｎ－プロピルアミン、トリ－ｉｓｏ－プロ
ピルアミン、トリ－１，２－ジメチルプロピルアミン、トリ－３－メトキシプロピルアミ
ン、トリ－ｎ－ブチルアミン、トリ－ｉｓｏ－ブチルアミン、トリ－ｓｅｃ－ブチルアミ
ン、トリ－ペンチルアミン、トリ－３－ペンチルアミン、トリ－ｎ－ヘキシルアミン、ト
リ－ｎ－オクチルアミン、トリ－２－エチルヘキシルアミン、トリ－ドデシルアミン、ト
リ－ラウリルアミン、ジシクロヘキシルエチルアミン、シクロヘキシルジエチルアミン、
トリ－シクロヘキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルヘキシルアミン、Ｎ－メチルジヘキシル
アミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルシクロヘキシルアミン、Ｎ－メチルジシクロヘキシルアミン、
Ｎ、Ｎ－ジエチルエタノールアミン、Ｎ、Ｎ－ジメチルエタノールアミン、Ｎ－エチルジ
エタノールアミン、トリエタノールアミン、トリベンジルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルベン
ジルアミン、ジエチルベンジルアミン、トリフェニルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－
ｐ－クレゾール、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノメチルフェノール、２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルア
ミノメチル）フェノール、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアニリン、ピリ
ジン、キノリン、Ｎ－メチルモルホリン、Ｎ－メチルピペリジン、２－（２－ジメチルア
ミノエトキシ）－４－メチル－１，３，２－ジオキサボルナン等の３級アミン；テトラメ
チルエチレンジアミン、ピラジン、Ｎ，Ｎ’－ジメチルピペラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（（
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２－ヒドロキシ）プロピル）ピペラジン、ヘキサメチレンテトラミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ
’－テトラメチル－１，３－ブタンアミン、２－ジメチルアミノ－２－ヒドロキシプロパ
ン、ジエチルアミノエタノール、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリス（３－ジメチルアミノプロピル）ア
ミン、２，４，６－トリス（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノメチル）フェノール、ヘプタメチル
イソビグアニド等の３級ポリアミン；イミダゾール、Ｎ－メチルイミダゾール、２－メチ
ルイミダゾール、４－メチルイミダゾール、、Ｎ－エチルイミダゾール、２－エチルイミ
ダゾール、４－エチルイミダゾール、Ｎ－ブチルイミダゾール、２－ブチルイミダゾール
、Ｎ－ウンデシルイミダゾール、２－ウンデシルイミダゾール、Ｎ－フェニルイミダゾー
ル、２－フェニルイミダゾール、Ｎ－ベンジルイミダゾール、２－ベンジルイミダゾール
、１－ベンジル－２－メチルイミダゾール、Ｎ－（２’－シアノエチル）－２－メチルイ
ミダゾール、Ｎ－（２’－シアノエチル）－２－ウンデシルイミダゾール、Ｎ－（２’－
シアノエチル）－２－フェニルイミダゾール、３，３－ビス－（２－エチル－４－メチル
イミダゾリル）メタン、２－メルカプトイミダゾール、２－メルカプト－Ｎ－メチルイミ
ダゾール、２－メルカプトベンゾイミダゾール、３－メルカプト－４－メチル－４Ｈ－１
，２，４－トリアゾール、５－メルカプト－１－メチル－テトラゾール、２，５－ジメル
カプト－１，３，４－チアジアゾール、アルキルイミダゾールとイソシアヌール酸の付加
物、アルキルイミダゾールとホルムアルデヒドの縮合物等の各種イミダゾール類；１，８
－ジアザビシクロ（５，４，０）ウンデセン－７、１，５－ジアザビシクロ（４，３，０
）ノネン－５、６－ジブチルアミノ－１，８－ジアザビシクロ（５，４，０）ウンデセン
－７等のアミジン類；等に代表されるアミン系化合物、
（２）（１）のアミン類とボランおよび三フッ化ホウ素とのコンプレックス、
（３）トリメチルフォスフィン、トリエチルフォスフィン、トリ－ｉｓｏ－プロピルフォ
スフィン、トリ－ｎ－ブチルフォスフィン、トリ－ｎ－ヘキシルフォスフィン、トリ－ｎ
－オクチルフォスフィン、トリシクロヘキシルホスフィン、トリフェニルフォスフィン、
トリベンジルホスフィン、トリス（２－メチルフェニル）ホスフィン、トリス（３－メチ
ルフェニル）ホスフィン、トリス（４－メチルフェニル）ホスフィン、トリス（ジエチル
アミノ）ホスフィン、トリス（４－メチルフェニル）ホスフィン、ジメチルフェニルフォ
スフィン、ジエチルフェニルフォスフィン、ジシクロヘキシルフェニルホスフィン、エチ
ルジフェニルフォスフィン、ジフェニルシクロヘキシルホスフィン、クロロジフェニルフ
ォスフィン等のフォスフィン類、
（４）テトラメチルアンモニウムクロライド、テトラメチルアンモニウムブロマイド、テ
トラメチルアンモニウムアセテート、テトラエチルアンモニウムクロライド、テトラエチ
ルアンモニウムブロマイド、テトラエチルアンモニウムアセテート、テトラ－ｎ－ブチル
アンモニウムフルオライド、テトラ－ｎ－ブチルアンモニウムクロライド、テトラ－ｎ－
ブチルアンモニウムブロマイド、テトラ－ｎ－ブチルアンモニウムヨーダイド、テトラ－
ｎ－ブチルアンモニウムアセテート、テトラ－ｎ－ブチルアンモニウムボロハイドライド
、テトラ－ｎ－ブチルアンモニウムヘキサフルオロホスファイト、テトラ－ｎ－ブチルア
ンモニウムハイドロゲンサルファイト、テトラ－ｎ－ブチルアンモニウムテトラフルオロ
ボーレート、テトラ－ｎ－ブチルアンモニウムテトラフェニルボーレート、テトラ－ｎ－
ブチルアンモニウムパラトルエンスルフォネート、テトラ－ｎ－ヘキシルアンモニウムク
ロライド、テトラ－ｎ－ヘキシルアンモニウムブロマイド、テトラ－ｎ－ヘキシルアンモ
ニウムアセテート、テトラ－ｎ－オクチルアンモニウムクロライド、テトラ－ｎ－オクチ
ルアンモニウムブロマイド、テトラ－ｎ－オクチルアンモニウムアセテート、トリメチル
－ｎ－オクチルアンモニウムクロライド、トリメチルデシルアンモニウムクロライド、ト
リメチルドデシルアンモニウムクロライド、トリメチルセチルアンモニウムクロライド、
トリメチルラウリルアンモニウムクロライド、トリメチルベンジルアンモニウムクロライ
ド、トリメチルベンジルアンモニウムブロマイド、トリエチル－ｎ－オクチルアンモニウ
ムクロライド、トリエチルベンジルアンモニウムクロライド、トリエチルベンジルアンモ
ニウムブロマイド、トリ－ｎ－ブチル－ｎ－オクチルアンモニウムクロライド、トリ－ｎ
－ブチルベンジルアンモニウムフルオライド、トリ－ｎ－ブチルベンジルアンモニウムク
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ロライド、トリ－ｎ－ブチルベンジルアンモニウムブロマイド、トリ－ｎ－ブチルベンジ
ルアンモニウムヨーダイド、ｎ－ブチルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、ｎ－
オクチルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、デシルジメチルベンジルアンモニウ
ムクロライド、ドデシルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、セチルジメチルベン
ジルアンモニウムクロライド、ラウリルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、メチ
ルトリフェニルアンモニウムクロライド、メチルトリベンジルアンモニウムクロライド、
メチルトリフェニルアンモニウムブロマイド、メチルトリベンジルアンモニウムブロマイ
ド、エチルトリフェニルアンモニウムクロライド、エチルトリベンジルアンモニウムクロ
ライド、エチルトリフェニルアンモニウムブロマイド、エチルトリベンジルアンモニウム
ブロマイド、ｎ－ブチルトリフェニルアンモニウムクロライド、ｎ－ブチルトリベンジル
アンモニウムクロライド、ｎ－ブチルトリフェニルアンモニウムブロマイド、ｎ－ブチル
トリベンジルアンモニウムブロマイド、１－メチルピリジニウムクロライド、１－メチル
ピリジニウムブロマイド、１－エチルピリジニウムクロライド、１－エチルピリジニウム
ブロマイド、１－ｎ－ブチルピリジニウムクロライド、１－ｎ－ブチルピリジニウムブロ
マイド、１－ｎ－ヘキシルピリジニウムクロライド、１－ｎ－ヘキシルピリジニウムブロ
マイド、１－ｎ－オクチルピリジニウムブロマイド、１－ｎ－ドデシルピリジニウムクロ
ライド、１－ｎ－ドデシルピリジニウムブロマイド、１－ｎ－セチルピリジニウムクロラ
イド、１－ｎ－セチルピリジニウムブロマイド、１－フェニルピリジニウムクロライド、
１－フェニルピリジニウムブロマイド、１－ベンジルピリジニウムクロライド、１－ベン
ジルピリジニウムブロマイド、１－メチルピコリニウムクロライド、１－メチルピコリニ
ウムブロマイド、１－エチルピコリニウムクロライド、１－エチルピコリニウムブロマイ
ド、１－ｎ－ブチルピコリニウムクロライド、１－ｎ－ブチルピコリニウムブロマイド、
１－ｎ－ヘキシルピコリニウムクロライド、１－ｎ－ヘキシルピコリニウムブロマイド、
１－ｎ－オクチルピコリニウムクロライド、１－ｎ－オクチルピコリニウムブロマイド、
１－ｎ－ドデシルピコリニウムクロライド、１－ｎ－ドデシルピコリニウムブロマイド、
１－ｎ－セチルピコリニウムクロライド、１－ｎ－セチルピコリニウムブロマイド、１－
フェニルピコリニウムクロライド、１－フェニルピコリニウムブロマイド１－ベンジルピ
コリニウムクロライド、１－ベンジルピコリニウムブロマイド等の４級アンモニウム塩、
（５）テトラメチルホスホニウムクロライド、テトラメチルホスホニウムブロマイド、テ
トラエチルホスホニウムクロライド、テトラエチルホスホニウムブロマイド、テトラ－ｎ
－ブチルホスホニウムクロライド、テトラ－ｎ－ブチルホスホニウムブロマイド、テトラ
－ｎ－ブチルホスホニウムヨーダイド、テトラ－ｎ－ヘキシルホスホニウムブロマイド、
テトラ－ｎ－オクチルホスホニウムブロマイド、メチルトリフェニルホスホニウムブロマ
イド、メチルトリフェニルホスホニウムヨーダイド、エチルトリフェニルホスホニウムブ
ロマイド、エチルトリフェニルホスホニウムヨーダイド、ｎ－ブチルトリフェニルホスホ
ニウムブロマイド、ｎ－ブチルトリフェニルホスホニウムヨーダイド、ｎ－ヘキシルトリ
フェニルホスホニウムブロマイド、ｎ－オクチルトリフェニルホスホニウムブロマイド、
テトラフェニルホスホニウムブロマイド、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウムクロ
ライド、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウムブロマイド、テトラキスヒドロキシエ
チルホスホニウムクロライド、テトラキスヒドロキシブチルホスホニウムクロライド等の
ホスホニウム塩、
（６）トリメチルスルホニウムブロマイド、トリエチルスルホニウムブロマイド、トリ－
ｎ－ブチルスルホニウムクロライド、トリ－ｎ－ブチルスルホニウムブロマイド、トリ－
ｎ－ブチルスルホニウムヨーダイド、トリ－ｎ－ブチルスルホニウムテトラフルオロボー
レート、トリ－ｎ－ヘキシルスルホニウムブロマイド、トリ－ｎ－オクチルスルホニウム
ブロマイド、トリフェニルスルホニウムクロライド、トリフェニルスルホニウムブロマイ
ド、トリフェニルスルホニウムヨーダイド等のスルホニウム塩。
（７）ジフェニルヨードニウムクロライド、ジフェニルヨードニウムブロマイド、ジフェ
ニルヨードニウムヨーダイド等のヨードニウム塩、
（８）塩酸、硫酸、硝酸、燐酸、炭酸等の鉱酸類およびこれらの半エステル類。
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（９）３フッ化硼素、３フッ化硼素のエーテラート等に代表されるルイス酸類。
（１０）有機酸類およびこれらの半エステル類、
（１１）ケイ酸、四フッ化ホウ酸、
（１２）クミルパーオキシネオデカノエート、ジイソプロピルパーオキシジカーボネート
、ジアリルパーオキシジカーボネート、ジ－ｎ－プロピルパーオキシジカーボネート、ジ
ミリスチルパーオキシジカーボネート、クミルパーオキシネオヘキサノエート、ｔｅｒｔ
－ヘキシルパーオキシネオデカノエート、ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシネオデカノエート
、ｔｅｒｔ－ヘキシルパーオキシネオヘキサノエート、ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシネオ
ヘキサノエート、２，４－ジクロロベンゾイルパーオキサイド、ベンゾイルパーオキサイ
ド、ジクミルパーオキサイド、ジ－ｔｅｒ－ブチルパーオキサイド等のパーオキサイド類
；クメンヒドロパーオキサイド、ｔｅｒｔ－ブチルヒドロパーオキサイド等の過酸化物、
（１３）２，２’－アゾビス（４－メトキシ－２，４－ジメチルバレロニトリル）、２，
２’－アゾビス（２－シクロプロピルプロピオニトリル）、２，２’－アゾビス（２，４
－ジメチルバレロニトリル）、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾ
ビス（２－メチルブチロニトリル）、１，１’－アゾビス（シクロヘキサン－１－カルボ
ニトリル）、１－〔（１－シアノ－１－メチルエチル）アゾ〕ホルムアミド、２－フェニ
ルアゾ－４－メトキシ－２，４－ジメチル－バレロニトリル２、２’－アゾビス（２－メ
チルプロパン）、２、２’－アゾビス（２、４、４－トリメチルペンタン）等のアゾ系化
合物、
（１４）アセトアルデヒドとアンモニアの反応物、ホルムアルデヒドとパライルイジンの
縮合物、アセトアルデヒドとパライルイジンの縮合物、ホルムアルデヒドとアニリンの反
応物、アセトアルデヒドとアニリンの反応物、ブチルアルデヒドとアニリンの反応物、ホ
ルムアルデヒドとアセトアルデヒドとアニリンの反応物、アセトアルデヒドとブチルアル
デヒドとアニリンの反応物、ブチルアルデヒドとモノブチルアミンの縮合物、ブチルアル
デヒドとブチリデンアニリンの反応物、ヘプトアルデヒドとアニリンの反応物、トリクロ
トニリデン－テトラミンの反応物、α－エチル－β－プロピルアクロレインとアニリンの
縮合物、ホルムアルデヒドとアルキルイミダゾールの縮合物等のアルデヒドとアミン系化
合物の縮合物、
（１５）ジフェニルグアニジン、フェニルトリルグアニジン、フェニルキシリルグアニジ
ン、トリルキシリルグアニジン、ジオルトトリルグアニジン、オルトトリルグアニド、ジ
フェニルグアニジンフタレート、テトラメチルグアニジン、ジカテコールホウ酸のジオル
トトリルグアニジン塩等のグアニジン類、
（１６）チオカルボアニリド、ジオルトトリルチオ尿素、エチレンチオ尿素、ジエチルチ
オ尿素、ジブチルチオ尿素、ジラウリルチオ尿素、トリメチルチオ尿素、ジメチルエチル
チオ尿素、テトラメチルチオ尿素、等のチオ尿素類、
（１７）２－メルカプトベンゾチアゾール、ジベンゾチアジルジスルフィド、２－メルカ
プトベンゾチアゾールのシクロヘキシルアミン塩、２－（２，４－ジニトロフェニルチオ
）ベンゾチアゾール、２－（モルホリノジチオ）ベンゾチアゾール、２－（２，６－ジメ
チル－４－モルホリノチオ）ベンゾチアゾール、Ｎ，Ｎ－ジエチルチオカルバモイル－２
－ベンゾチアゾリルスルフィド、１，３－ビス（２－ベンゾチアゾリルメルカプトメチル
）尿素、ベンゾチアジアジルチオベンゾエート、２－メルカプトチアゾリン、２－メルカ
プトベンゾチアゾールのナトリウム塩、２－メルカプトベンゾチアゾールの亜鉛塩、ジベ
ンゾチアジルジスルフィドと塩化亜鉛の錯塩等のチアゾール類、
（１８）Ｎ－シクロヘキシル－２－ベンゾチアジルスルフェンアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブ
チル－２－ベンゾチアジルスルフェンアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－オクチル－２－ベンゾチア
ジルスルフェンアミド、Ｎ－オキシジエチレン－２－ベンゾチアジルスルフェンアミド、
Ｎ，Ｎ－ジエチル－２－ベンゾチアジルスルフェンアミド、Ｎ，Ｎ－ジイソプロピル－２
－ベンゾチアジルスルフェンアミド、Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシル－２－ベンゾチアジルス
ルフェンアミド等のスルフェンアミド類、
（１９）テトラメチルチウラムモノスルフィド、テトラエチルチウラムモノスルフィド、

10

20

30

40

50

(8) JP 3879820 B2 2007.2.14



テトラブチルチウラムモノスルフィド、ジペンタメチレンチウラムモノスルフィド、テト
ラメチルチウラムジスルフィド、テトラエチルチウラムジスルフィド、テトラブチルチウ
ラムジスルフィド、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジフェニルチウラムジスルフィド、
Ｎ，Ｎ’－ジエチル－Ｎ，Ｎ’－ジフェニルチウラムジスルフィド、ジペンタメチレンチ
ウラムジスルフィド、ジペンタメチレンチウラムテトラスルフィド、環状チウラム等のチ
ウラム類、
（２０）ジメチルジチオカルバミン酸ナトリウム、ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウ
ム、ジブチルジチオカルバミン酸ナトリウム、ペンタメチレンジチオカルバミン酸ナトリ
ウム、シクロヘキシルエチルジチオカルバミン酸ナトリウム、ジメチルジチオカルバミン
酸カリウム、ジメチルジチオカルバミン酸鉛、ジメチルジチオカルバミン酸亜鉛、ジエチ
ルジチオカルバミン酸亜鉛、ジブチルジチオカルバミン酸亜鉛、ジベンジルジチオカルバ
ミン酸亜鉛、ペンタメチレンジチオカルバミン酸亜鉛、ジメチルペンタメチレンジチオカ
ルバミン酸亜鉛、エチルフェニルジチオカルバミン酸亜鉛、ジメチルジチオカルバミン酸
ビスマス、ジエチルジチオカルバミン酸カドミウム、ペンタメチレンジチオカルバミン酸
カドミウム、ジメチルジチオカルバミン酸セレン、ジエチルジチオカルバミン酸セレン、
ジメチルジチオカルバミン酸テルル、ジエチルジチオカルバミン酸テルル、ジメチルジチ
オカルバミン酸鉄、ジメチルジチオカルバミン酸銅、ジエチルジチオカルバミン酸ジエチ
ルアンモニウム、ジブチルジチオカルバミン酸Ｎ，Ｎ－シクロヘキシルアンモニウム、ペ
ンタメチレンジチオカルバミン酸ピペリジン、シクロヘキシルエチルジチオカルバミン酸
シクロヘキシルエチルアンモニウムナトリウム、メチルペンタメチレンジチオカルバミン
酸ピペコリン、ペンタメチレンジチオカルバミン酸亜鉛とピペリジンの錯化合物等のジチ
オカルバミン酸塩類、
（２１）イソプロピルキサントゲン酸ナトリウム、イソプロピルキサントゲン酸亜鉛、ブ
チルキサントゲン酸亜鉛、ジブチルキサントゲン酸ジスルフィド等のキサントゲン酸塩類
、
（２２）モノ－および／またはジメチルリン酸、モノ－および／またはジエチルリン酸、
モノ－および／またはジプロピルリン酸、モノ－および／またはジブチルリン酸、モノ－
および／またはジヘキシルリン酸、モノ－および／またはジオクチルリン酸、モノ－およ
び／またはジデシルリン酸、モノ－および／またはジドデシルリン酸、モノ－および／ま
たはジフェニルリン酸、モノ－および／またはジベンジルリン酸、モノ－および／または
ジデカノ－ルリン酸等の酸性リン酸エステル類。
【００１４】
以上、光学材料用組成物を重合硬化する際の重合触媒を例示したが、重合硬化を発現する
ものであれば、これら列記化合物に限定されるものではない。また、これらは単独でも２
種類以上を混合して使用してもかまわない。重合触媒の添加量は、光学材料用組成物１０
０重量部に対して、通常、０．０００１～１０．０重量部であり、好ましくは０．０００
５～５．０重量部である。
【００１５】
本発明では、得られる光学材料に十分に高い耐衝撃性を付与するために、分子内に１個以
上のメルカプト基と、１個以上のエピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結合
を有する化合物からなる組成物に、イソシアネート基および／またはイソチオシアネート
基を１個以上有する化合物を加えることもできる。イソシアネート基および／またはイソ
チオシアネート基を１個以上有する化合物の具体例としては、メチルイソシアネート、エ
チルイソシアネート、プロピルイソシアネート、ｉｓｏ－プロピルイソシアネート、ｎ－
ブチルイソシアネート、ｓｅｃ－ブチルイソシアネート、ｔｅｒｔ－ブチルイソシアネー
ト、ペンチルイソシアネート、ヘキシルイソシアネート、オクチルイソシアネート、ドデ
シルイソシアネート、シクロヘキシルイソシアネート、フェニルイソシアネート、トルイ
ルイソシアネート等のモノイソシアネート類、ジエチレンジイソシアネート、テトラメチ
レンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、トリメチルヘキサメチレンジ
イソシアネート、シクロヘキサンジイソシアネート、１，３－ビス（イソシアナトメチル

10

20

30

40

50

(9) JP 3879820 B2 2007.2.14



）シクロヘキサン、１，４－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、イソホロンジ
イソシアネート、２，６－ビス（イソシアナトメチル）デカヒドロナフタレン、リジント
リイソシアネート、２，４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリレンジイソシアネ
ート、ｏ－トリジンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、
ジフェニルエーテルジイソシアネート、３－（２’－イソシアネートシクロヘキシル）プ
ロピルイソシアネート、トリス（フェニルイソシアネート）チオホスフェート、イソプロ
ピリデンビス（シクロヘキシルイソシアネート）、２，２’－ビス（４－イソシアネート
フェニル）プロパン、トリフェニルメタントリイソシアネート、ビス（ジイソシアネート
トリル）フェニルメタン、４，４’，４’’－トリイソシアネート－２，５－ジメトキシ
フェニルアミン、３，３’－ジメトキシベンジジン－４，４’－ジイソシアネート、１，
３－フェニレンジイソシアネート、１，４－フェニレンジイソシアネート、４，４’－ジ
イソシアナトビフェニル、４，４’－ジイソシアナト－３，３’－ジメチルビフェニル、
ジシクロヘキシルメタン－４，４’－ジイソシアナト、１，１’－メチレンビス（４－イ
ソシアナトベンゼン）、１，１’－メチレンビス（３－メチル－４－イソシアナトベンゼ
ン）、ｍ－キシリレンジイソシアネート、ｐ－キシリレンジイソシアネート、１，３－ビ
ス（１－イソシアネート－１－メチルエチル）ベンゼン、１，４－ビス（１－イソシアネ
ート－１－メチルエチル）ベンゼン、１，３－ビス（２－イソシアナト－２－プロピル）
ベンゼン、２，６－ビス（イソシアナトメチル）ナフタレン、１，５－ナフタレンジイソ
シアネート、ビス（イソシアネートメチル）テトラヒドロジシクロペンタジエン、ビス（
イソシアネートメチル）ジシクロペンタジエン、ビス（イソシアネートメチル）テトラヒ
ドロチオフェン、２，５－ビス（イソシアネートメチル）メチルノルボルネン、ビス（イ
ソシアネートメチル）アダマンタン、チオジエチルジイソシアネート、チオジプロピルジ
イソシアネート、チオジヘキシルジイソシアネート、ビス〔（４－イソシアナトメチル）
フェニル〕スルフィド、２，５－ジイソシアナト－１，４－ジチアン、２，５－ジイソシ
アナトメチル－１，４－ジチアン、２，５－ジイソシアナトメチルチオフェン、ジチオジ
エチルジイソシアネート、ジチオジプロピルジイソシアネート、ダイマー酸ジイソシアネ
ート、１，３，５－トリ（１－イソシアナトヘキシル）イソシアヌル酸等のポリイソシア
ネート類、これらのポリイソシアネート類のビュレット型反応によるニ量体、これらのポ
リイソシアネート類の環化三量体およびこれらのポリイソシアネート類とアルコールもし
くはチオールの付加物等のイソシアネート類、、さらには、上記のイソシアネート基を１
分子あたり１個以上有する化合物のイソシアネート基の全部または一部をイソチオシアネ
ート基に変えたイソチオシアネート類、をあげることができる。
【００１６】
イソシアネート基および／またはイソチオシアネート基を１個以上有する化合物と硬化重
合する際には、重合促進剤として、有機スズ化合物に代表される公知のウレタン化触媒を
使用してもかまわない。
【００１７】
分子内に１個以上のメルカプト基と１個以上のエピチオエチル基および／またはエピチオ
エチレン結合を有する化合物とイソシアネート基および／またはイソチオシアネート基を
１個以上有する化合物を含む組成物を使用する場合、前述の重合促進剤存在下または非存
在下、－１００～１６０℃で、０．１～４８０時間かけて予備的に重合せしめた後、光学
材料用組成物を調製して注型を行う事も可能である。
【００１８】
また、使用する分子内に１個以上のメルカプト基と１個以上のエピチオエチル基および／
またはエピチオエチレン結合を有する化合物に加え、この結合と良好に反応しうる下記（
２）式で表されるエピ（ジ）チオエチル基を有する化合物（メルカプト基は有さない）を
加えた組成物とすることもできる。
【化３】
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（式中、Ｓは硫黄原子を表し、ｆは１または２を表す。）
【００１９】
これらの化合物の具体例としては、１，１－ビス（エピチオエチル）メタン、１－（エピ
チオエチル）－１－（β－エピチオプロピル）メタン、１，１－ビス（β－エピチオプロ
ピル）メタン１－（エピチオエチル）－１－（β－エピチオプロピル）エタン  、１，２
－ビス（β－エピチオプロピル）エタン、１－（エピチオエチル）－３－（β－エピチオ
プロピル）ブタン、１，３－ビス（β－エピチオプロピル）プロパン、１－（エピチオエ
チル）－４－（β－エピチオプロピル）ペンタン、１，４－ビス（β－エピチオプロピル
）ブタン、１－（エピチオエチル）－５－（β－エピチオプロピル）ヘキサン、１－（エ
ピチオエチル）－２－（γ－エピチオブチルチオ）エタン、１－（エピチオエチル）－２
－〔２－（γ－エピチオブチルチオ）エチルチオ〕エタン、テトラキス（β－エピチオプ
ロピル）メタン、１，１，１－トリス（β－エピチオプロピル）プロパン、１，３－ビス
（β－エピチオプロピル）－１－（β－エピチオプロピル）－２－チアプロパン、１，５
－ビス（β－エピチオプロピル）－２，４－ビス（β－エピチオプロピル）－３－チアペ
ンタン、（１，３または１，４）－ビス（エピチオエチル）シクロヘキサン、（１，３ま
たは１，４）－ビス（β－エピチオプロピル）シクロヘキサン、ビス〔４－（エピチオエ
チル）シクロヘキシル〕メタン、  ビス〔４－（β－エピチオプロピル）シクロヘキシル
〕メタン、  ２，２－ビス〔４－（エピチオエチル）シクロヘキシル〕プロパン、２，２
－ビス〔４－（β－エピチオプロピル）シクロヘキシル〕プロパン、ビス〔４－（β－エ
ピチオプロピル）シクロヘキシル〕スルフィド、ビス〔４－（エピチオエチル）シクロヘ
キシル〕スルフィド、２，５－ビス（エピチオエチル）－１，４－ジチアン、２，５－ビ
ス（β－エピチオプロピル）－１，４－ジチアン、４－エピチオエチル－１，２－シクロ
ヘキセンスルフィド、４－エポキシ－１，２－シクロヘキセンスルフィド、（２，３また
は２，５または２，６）－ビス（１，２－エピチオエチル）－１，４－ジセレナン、（２
，３または２，５または２，６）－ビス（２，３－エピチオプロピル）－１，４－ジセレ
ナン、（２，４または２，５または２，６）－ビス（１，２－エピチオエチル）－１，３
－ジセレナン、（２，４または２，５または２，６）－ビス（２，４－エピチオプロピル
）－１，３－ジセレナン、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（１
，２－エピチオエチル）－１－チア－４－セレナン、（２，３または２，５または２，６
または３，５）－ビス（２，３－エピチオプロピル）－１－チア－４－セレナン、（２，
４または４，５）－ビス（１，２－エピチオエチル）－１、３－ジセレノラン、（２，４
または４，５）－ビス（２，４－エピチオプロピル）－１、３－ジセレノラン、（２，４
または２，５または４，５）－ビス（１，２－エピチオエチル）－１－チア－３－セレノ
ラン、（２，４または２，５または４，５）－ビス（２，４－エピチオプロピル）－１－
チア－３－セレノラン、（２，３または２，４または２，５または３，４）－ビス（１，
２－エピチオエチル）セレノファン、（２，３または２，４または２，５または３，４）
－ビス（２，３－エピチオプロピル）セレノファン、（２，３または２，５または２，６
）－ビス（１，２－エピチオエチル）－１，４－ジテルラン、（２，３または２，５また
は２，６）－ビス（２，３－エピチオプロピル）－１，４－ジテルラン、（２，４または
２，５または２，６）－ビス（１，２－エピチオエチル）－１，３－ジテルラン、（２，
４または２，５または２，６）－ビス（２，４－エピチオプロピル）－１，３－ジテルラ
ン、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（１，２－エピチオエチル
）－１－チア－４－テルラン、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス
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（２，３－エピチオプロピル）－１－チア－４－テルラン、（２，４または４，５）－ビ
ス（１，２－エピチオエチル）－１、３－ジテルロラン、（２，４または４，５）－ビス
（２，４－エピチオプロピル）－１、３－ジテルロラン、（２，４または２，５または４
，５）－ビス（１，２－エピチオエチル）－１－チア－３－テルロラン、（２，４または
２，５または４，５）－ビス（２，４－エピチオプロピル）－１－チア－３－テルロラン
、（２，３または２，４または２，５または３，４）－ビス（１，２－エピチオエチル）
テルロファン、（２，３または２，４または２，５または３，４）－ビス（２，３－エピ
チオプロピル）テレノファン、（１，３または１，４）－ビス（エピチオエチル）ベンゼ
ン、（１，３または１，４）－ビス（β－エピチオプロピル）ベンゼン、ビス〔４－（エ
ピチオエチル）フェニル〕メタン、ビス〔４－（β－エピチオプロピル）フェニル〕メタ
ン、２，２－ビス〔４－（エピチオエチル）フェニル〕プロパン、２，２－ビス〔４－（
β－エピチオプロピル）フェニル〕プロパン、ビス〔４－（エピチオエチル）フェニル〕
スルフィド、ビス〔４－（β－エピチオプロピル）フェニル〕スルフィド、ビス〔４－（
エピチオエチル）フェニル〕スルフォン、ビス〔４－（β－エピチオプロピル）フェニル
〕スルフォン、４，４’－ビス（エピチオエチル）ビフェニル、４，４’－ビス（β－エ
ピチオプロピル）ビフェニル等の鎖状脂肪族骨格を有するエピスルフィド類、メチルチオ
グリシジルエーテル、エチルチオグリシジルエーテル、プロピルチオグリシジルエーテル
、ブチルチオグリシジルエーテル等のチオグリシジルエーテル類、ビス（β－エピチオプ
ロピル）エーテル、ビス（β－エピチオプロピルオキシ）メタン、１，２－ビス（β－エ
ピチオプロピルオキシ）エタン、１，３－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）プロパン
、１，２－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）プロパン、１－（β－エピチオプロピル
オキシ）－２－（β－エピチオプロピルオキシメチル）プロパン、１，４－ビス（β－エ
ピチオプロピルオキシ）ブタン、１，３－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）ブタン、
１－（β－エピチオプロピルオキシ）－３－（β－エピチオプロピルオキシメチル）ブタ
ン、１，５－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）ペンタン、１－（β－エピチオプロピ
ルオキシ）－４－（β－エピチオプロピルオキシメチル）ペンタン、１，６－ビス（β－
エピチオプロピルオキシ）ヘキサン、１－（β－エピチオプロピルオキシ）－５－（β－
エピチオプロピルオキシメチル）ヘキサン、１－（β－エピチオプロピルオキシ）－２－
〔（２－β－エピチオプロピルオキシエチル）オキシ〕エタン、１－（β－エピチオプロ
ピルオキシ）－２－［〔２－（２－β－エピチオプロピルオキシエチル）オキシエチル〕
オキシ］エタン、ビス（５，６－エピチオ－３－オキサヘキシル）セレニド、ビス（５，
６－エピチオ－３－オキサヘキシル）テルリド、テトラキス（β－エピチオプロピルオキ
シメチル）メタン、１，１，１－トリス（β－エピチオプロピルオキシメチル）プロパン
、１，５－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）－２－（β－エピチオプロピルオキシメ
チル）－３－チアペンタン、１，５－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）－２，４－ビ
ス（β－エピチオプロピルオキシメチル）－３－チアペンタン、１－（β－エピチオプロ
ピルオキシ）－２，２－ビス（β－エピチオプロピルオキシメチル）－４－チアヘキサン
、１，５，６－トリス（β－エピチオプロピルオキシ）－４－（β－エピチオプロピルオ
キシメチル）－３－チアヘキサン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）－４－
（β－エピチオプロピルオキシメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－
エピチオプロピルオキシ）－４，５ビス（β－エピチオプロピルオキシメチル）－３，６
－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）－４，４－ビス（β－
エピチオプロピルオキシメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エピチ
オプロピルオキシ）－２，４，５－トリス（β－エピチオプロピルオキシメチル）－３，
６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）－２，５－ビス（β
－エピチオプロピルオキシメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，９－ビス（β－エピ
チオプロピルオキシ）－５－（β－エピチオプロピルオキシメチル）－５－〔（２－β－
エピチオプロピルオキシエチル）オキシメチル〕－３，７－ジチアノナン、１，１０－ビ
ス（β－エピチオプロピルオキシ）－５，６－ビス〔（２－β－エピチオプロピルオキシ
エチル）オキシ〕－３，６，９－トリチアデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピ
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ルオキシ）－４，８－ビス（β－エピチオプロピルオキシメチル）－３，６，９－トリチ
アウンデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）－５，７－ビス（β－エ
ピチオプロピルオキシメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β
－エピチオプロピルオキシ）－５，７－〔（２－β－エピチオプロピルオキシエチル）オ
キシメチル〕－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピ
ルオキシ）－４，７－ビス（β－エピチオプロピルオキシメチル）－３，６，９－トリチ
アウンデカン、（１，３または１，４）－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）シクロヘ
キサン、（１，３または１，４）－ビス（β－エピチオプロピルオキシメチル）シクロヘ
キサン、ビス〔４－（β－エピチオプロピルオキシ）シクロヘキシル〕メタン、  ２，２
－ビス〔４－（β－エピチオプロピルオキシ）シクロヘキシル〕プロパン、ビス〔４－（
β－エピチオプロピルオキシ）シクロヘキシル〕スルフィド、２，５－ビス（β－エピチ
オプロピルオキシメチル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス（β－エピチオプロピルオ
キシエチルオキシメチル）－１，４－ジチアン、（２，４または４，５）－ビス（３，４
－エピチオ－１－オキサブチル）－１，３－ジセレノラン、（２，４または４，５）－ビ
ス（４，５－エピチオ－２－オキサペンチル）－１，３－ジセレノラン、（２，４または
２，５または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）－１－チア－３－
セレノラン、（２，４または２，５または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－オキ
サペンチル）－１－チア－３－セレノラン、ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブチル
）トリシクロセレナオクタン、ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）ジシクロセ
レナノナン、（２，３または２，４または２，５または３，４）－ビス（３，４－エピチ
オ－１－オキサブチル）セレノファン、（２，３または２，４または２，５または３，４
）－ビス（４，５－エピチオ－２－オキサペンチル）セレノファン、（２，３または２，
５または２，６）－ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）－１，４－ジセレナン
、（２，３または２，５または２，６）－ビス（４，５－エピチオ－２－オキサペンチル
）－１，４－ジセレナン、（２，４または２，５または２，６）－ビス（３，４－エピチ
オ－１－オキサブチル）－１，３－ジセレナン、（２，４または２，５または２，６）－
ビス（４，５－エピチオ－２－オキサペンチル）－１，３－ジセレナン、（２，３または
２，５または２，６または３，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）－１
－チア－４－セレナン、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（４，
５－エピチオ－２－オキサペンチル）－１－チア－４－セレナン、（２，４または４，５
）－ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）－１，３－ジテルロラン、（２，４ま
たは４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－オキサペンチル）－１，３－ジテルロラン
、（２，４または２，５または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）
－１－チア－３－テルロラン、（２，４または２，５または４，５）－ビス（４，５－エ
ピチオ－２－オキサペンチル）－１－チア－３－テルロラン、ビス（３，４－エピチオ－
１－オキサブチル）トリシクロテルラオクタン、ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブ
チル）ジシクロテルラノナン、（２，３または２，４または２，５または３，４）－ビス
（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）テルロファン、（２，３または２，４または２
，５または３，４）－ビス（４，５－エピチオ－２－オキサペンチル）テルロファン、（
２，３または２，５または２，６）－ビス（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）－１
，４－ジテルラン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（４，５－エピチオ－２
－オキサペンチル）－１，４－ジテルラン、（２，４または２，５または２，６）－ビス
（３，４－エピチオ－１－オキサブチル）－１，３－ジテルラン、（２，４または２，５
または２，６）－ビス（４，５－エピチオ－２－オキサペンチル）－１，３－ジテルラン
、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－オ
キサブチル）－１－チア－４－テルラン、（２，３または２，５または２，６または３，
５）－ビス（４，５－エピチオ－２－オキサペンチル）－１－チア－４－テルラン、（１
，３または１，４）－ビス（β－エピチオプロピルオキシ）ベンゼン、（１，３または１
，４）－ビス（β－エピチオプロピルオキシメチル）ベンゼン、ビス〔４－（β－エピチ
オプロピル）フェニル〕メタン、２，２－ビス〔４－（β－エピチオプロピルチオ）フェ
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ニル〕プロパン、ビス〔４－（β－エピチオプロピルチオ）フェニル〕スルフィド、ビス
〔４－（β－エピチオプロピルチオ）フェニル〕スルフォン、４，４’－ビス（β－エピ
チオプロピルチオ）ビフェニル等のエピチオアルキルオキシ基を１個以上有するエピスル
フィド類、
ビス（エピチオエチル）スルフィド、ビス（エピチオエチル）ジスルフィド、ビス（β－
エピチオプロピル）スルフィド、ビス（β－エピチオプロピル）ジスルフィド、ビス（β
－エピチオプロピル）トリスルフィド、ビス（β－エピチオプロピルチオ）メタン、１，
２－ビス（β－エピチオプロピルチオ）エタン、１，３－ビス（β－エピチオプロピルチ
オ）プロパン、１，２－ビス（β－エピチオプロピルチオ）プロパン、１－（β－エピチ
オプロピルチオ）－２－（β－エピチオプロピルチオメチル）プロパン、１，４－ビス（
β－エピチオプロピルチオ）ブタン、１，３－ビス（β－エピチオプロピルチオ）ブタン
、１－（β－エピチオプロピルチオ）－３－（β－エピチオプロピルチオメチル）ブタン
、１，５－ビス（β－エピチオプロピルチオ）ペンタン、１－（β－エピチオプロピルチ
オ）－４－（β－エピチオプロピルチオメチル）ペンタン、１，６－ビス（β－エピチオ
プロピルチオ）ヘキサン、１－（β－エピチオプロピルチオ）－５－（β－エピチオプロ
ピルチオメチル）ヘキサン、１－（β－エピチオプロピルチオ）－２－〔（２－β－エピ
チオプロピルチオエチル）チオ〕エタン、１－（β－エピチオプロピルチオ）－２－［〔
２－（２－β－エピチオプロピルチオエチル）チオエチル〕チオ］エタン、テトラキス（
β－エピチオプロピルチオメチル）メタン、１，１，１－トリス（β－エピチオプロピル
チオメチル）プロパン、１，５－ビス（β－エピチオプロピルチオ）－２－（β－エピチ
オプロピルチオメチル）－３－チアペンタン、１，５－ビス（β－エピチオプロピルチオ
）－２，４－ビス（β－エピチオプロピルチオメチル）－３－チアペンタン、１－（β－
エピチオプロピルチオ）－２，２－ビス（β－エピチオプロピルチオメチル）－４－チア
ヘキサン、１，５，６－トリス（β－エピチオプロピルチオ）－４－（β－エピチオプロ
ピルチオメチル）－３－チアヘキサン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルチオ）－４
－（β－エピチオプロピルチオメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－
エピチオプロピルチオ）－４，５ビス（β－エピチオプロピルチオメチル）－３，６－ジ
チアオクタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルチオ）－４，４－ビス（β－エピチ
オプロピルチオメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピ
ルチオ）－２，４，５－トリス（β－エピチオプロピルチオメチル）－３，６－ジチアオ
クタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルチオ）－２，５－ビス（β－エピチオプロ
ピルチオメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，９－ビス（β－エピチオプロピルチオ
）－５－（β－エピチオプロピルチオメチル）－５－〔（２－β－エピチオプロピルチオ
エチル）チオメチル〕－３，７－ジチアノナン、１，１０－ビス（β－エピチオプロピル
チオ）－５，６－ビス〔（２－β－エピチオプロピルチオエチル）チオ〕－３，６，９－
トリチアデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルチオ）－４，８－ビス（β－エ
ピチオプロピルチオメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β－
エピチオプロピルチオ）－５，７－ビス（β－エピチオプロピルチオメチル）－３，６，
９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルチオ）－５，７－〔（
２－β－エピチオプロピルチオエチル）チオメチル〕－３，６，９－トリチアウンデカン
、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルチオ）－４，７－ビス（β－エピチオプロピル
チオメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン、テトラ〔２－（β－エピチオプロピル
チオ）アセチルメチル〕メタン、１，１，１－トリ〔２－（β－エピチオプロピルチオ）
アセチルメチル〕プロパン、テトラ〔２－（β－エピチオプロピルチオメチル）アセチル
メチル〕メタン、１、１，１－トリ〔２－（β－エピチオプロピルチオメチル）アセチル
メチル〕プロパン、ビス（５，６－エピチオ－３－チアヘキシル）セレニド、２，３－ビ
ス（６，７－チオエポキシ－１－セレナ－４－チアヘプチル）－１－（３，４－チオエポ
キシ－１－チアブチル）プロパン、１，１，３，３，－テトラキス（４，５－チオエポキ
シ－２－チアペンチル）－２－セレナプロパン、ビス（４，５－チオエピキシ－２－チア
ペンチル）－３，６，９－トリセレナウンデカン－１，１１－ビス（３，４－チオエポキ
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シ－１－チアブチル）、１，４－ビス（３，４－チオエポキシ－１－チアブチル）－２，
３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－セレナ－４－チアヘプチル）ブタン、トリス（４
，５－チオエポキシ－２－チアペンチル）－３－セレナ－６－チアオクタン－１，８－ビ
ス（３，４－チオエポキシ－１－チアブチル）、ビス（５，６－エピチオ－３－チアヘキ
シル）テルレド、２，３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－テルラ－４－チアヘプチル
）－１－（３，４－チオエポキシ－１－チアブチル）プロパン、１，１，３，３，－テト
ラキス（４，５－チオエポキシ－２－チアペンチル）－２－テルラプロパン、ビス（４，
５－チオエポキシ－２－チアペンチル）－３，６，９－トリテレラウンデカン－１，１１
－ビス（３，４－チオエポキシ－１－チアブチル）、１，４－ビス（３，４－チオエポキ
シ－１－チアブチル）－２，３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－テルラ－４－チアヘ
プチル）ブタン、トリス（４，５－チオエポキシ－２－チアペンチル）－３－テルラ－６
－チアオクタン－１，８－ビス（３，４－チオエポキシ－１－チアブチル）、（１，３ま
たは１，４）－ビス（β－エピチオプロピルチオ）シクロヘキサン、（１，３または１，
４）－ビス（β－エピチオプロピルチオメチル）シクロヘキサン、ビス〔４－（β－エピ
チオプロピルチオ）シクロヘキシル〕メタン、  ２，２－ビス〔４－（β－エピチオプロ
ピルチオ）シクロヘキシル〕プロパン、ビス〔４－（β－エピチオプロピルチオ）シクロ
ヘキシル〕スルフィド、２，５－ビス（β－エピチオプロピルチオメチル）－１，４－ジ
チアン、２，５－ビス（β－エピチオプロピルチオエチルチオメチル）－１，４－ジチア
ン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（３，４－エピチオ－１－チアブチル）
－１，４－ジセレナン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（４，５－エピチオ
－２－チアペンチル）－１，４－ジセレナン、（２，４または２，５または５，６）－ビ
ス（３，４－エピチオ－１－チアブチル）－１，３－ジセレナン、（２，４または２，５
または５，６）－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）－１，３－ジセレナン、
（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－チア
ブチル）－１－チア－４－セレナン、（２，３または２，５または２，６または３，５）
－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）－１－チア－４－セレナン、（２，４ま
たは４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－チアブチル）－１、３－ジセレノラン、（
２，４または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）－１、３－ジセレ
ノラン、（２，４または２，５または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－チアブチ
ル）－１－チア－３－セレノラン、（２，４または２，５または４，５）－ビス（４，５
－エピチオ－２－チアペンチル）－１－チア－３－セレノラン、２，６－ビス（４，５－
エピチオ－２－チアペンチル－１，３，５－トリセレナン、ビス（３，４－エピチオ－１
－チアブチル）トリシクロセレナオクタン、ビス（３，４－エピチオ－１－チアブチルジ
シクロセレナノナン、（２，３または２，４または２，５または３，４）－ビス（３，４
－エピチオ－１－チアブチル）セレノファン、（２，３または２，４または２，５または
３，４）－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）セレノファン、２－（４，５－
チオエポキシ－２－チアペンチル）－５－（３，４－チオエポキシ－１－チアブチル）－
１－セレナシクロヘキサン、（２，３または２，４または２，５または２，６または３，
４または３，５または４，５）－ビス（３，４－チオエポキシ－１－チアブチル）－１－
セレナシクロヘキサン、（２，３または２，４または２，５または２，６または３，４ま
たは３，５または４，５）－ビス（４，５－チオエポキシ－２－チアペンチル）－１－セ
レナシクロヘキサン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（３，４－エピチオ－
１－チアブチル）－１，４－ジテルラン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（
４，５－エピチオ－２－チアペンチル）－１，４－ジテルラン、（２，４または２，５ま
たは５，６）－ビス（３，４－エピチオ－１－チアブチル）－１，３－ジテルラン、（２
，４または２，５または５，６）－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）－１，
３－ジテルラン、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（３，４－エ
ピチオ－１－チアブチル）－１－チア－４－テルラン、（２，３または２，５または２，
６または３，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）－１－チア－４－テル
ラン、（２，４または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－チアブチル）－１、３－
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ジテルロラン、（２，４または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）
－１、３－ジテルロラン、（２，４または２，５または４，５）－ビス（３，４－エピチ
オ－１－チアブチル）－１－チア－３－テルロラン、（２，４または２，５または４，５
）－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）－１－チア－３－テルロラン、２，６
－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル－１，３，５－トリテルラン、ビス（３，
４－エピチオ－１－チアブチルトリシクロテルラオクタン、ビス（３，４－エピチオ－１
－チアブチル）ジシクロテルラノナン、（２，３または２，４または２，５または３，４
）－ビス（３，４－エピチオ－１－チアブチル）テルロファン、（２，３または２，４ま
たは２，５または３，４）－ビス（４，５－エピチオ－２－チアペンチル）テルロファン
、２－（４，５－チオエポキシ－２－チアペンチル）－５－（３，４－チオエポキシ－１
－チアブチル）－１－テルラシクロヘキサン、（２，３または２，４または２，５または
２，６または３，４または３，５または４，５）－ビス（３，４－チオエポキシ－１－チ
アブチル）－１－テルラシクロヘキサン、（２，３または２，４または２，５または２，
６または３，４または３，５または４，５）－ビス（４，５－チオエポキシ－２－チアペ
ンチル）－１－テルラシクロヘキサン等、（１，３または１，４）－ビス（β－エピチオ
プロピルチオ）ベンゼン、（１，３または１，４）－ビス（β－エピチオプロピルチオメ
チル）ベンゼン、ビス〔４－（β－エピチオプロピルチオ）フェニル〕メタン、２，２－
ビス〔４－（β－エピチオプロピルチオ）フェニル〕プロパン、ビス〔４－（β－エピチ
オプロピルチオ）フェニル〕スルフィド、ビス〔４－（β－エピチオプロピルチオ）フェ
ニル〕スルフォン、４，４’－ビス（β－エピチオプロピルチオ）ビフェニル等のエピチ
オアルキルチオ基を１個以上有するエピスルフィド類、
ビス（β－エピチオプロピル）セレニド、ビス（β－エピチオプロピル）ジセレニド、ビ
ス（β－エピチオプロピル）トリセレニド、ビス（β－エピチオプロピルセレノ）メタン
、１，２－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）エタン、１，３－ビス（β－エピチオプ
ロピルセレノ）プロパン、１，２－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）プロパン、１－
（β－エピチオプロピルセレノ）－２－（β－エピチオプロピルセレノメチル）プロパン
、１，４－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）ブタン、１，３－ビス（β－エピチオプ
ロピルセレノ）ブタン、１－（β－エピチオプロピルセレノ）－３－（β－エピチオプロ
ピルセレノメチル）ブタン、１，５－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）ペンタン、１
－（β－エピチオプロピルセレノ）－４－（β－エピチオプロピルセレノメチル）ペンタ
ン、１，６－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）ヘキサン、１－（β－エピチオプロピ
ルセレノ）－５－（β－エピチオプロピルセレノメチル）ヘキサン、１－（β－エピチオ
プロピルセレノ）－２－〔（２－β－エピチオプロピルセレノエチル）チオ〕エタン、１
－（β－エピチオプロピルセレノ）－２－［〔２－（２－β－エピチオプロピルセレノエ
チル）セレノエチル〕チオ］エタン、テトラキス（β－エピチオプロピルセレノメチル）
メタン、１，１，１－トリス（β－エピチオプロピルセレノメチル）プロパン、１，５－
ビス（β－エピチオプロピルセレノ）－２－（β－エピチオプロピルセレノメチル）－３
－チアペンタン、１，５－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）－２，４－ビス（β－エ
ピチオプロピルセレノメチル）－３－チアペンタン、１－（β－エピチオプロピルセレノ
）－２，２－ビス（β－エピチオプロピルセレノメチル）－４－チアヘキサン、１，５，
６－トリス（β－エピチオプロピルセレノ）－４－（β－エピチオプロピルセレノメチル
）－３－チアヘキサン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）－４－（β－エピ
チオプロピルセレノメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エピチオプ
ロピルセレノ）－４，５ビス（β－エピチオプロピルセレノメチル）－３，６－ジチアオ
クタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）－４，４－ビス（β－エピチオプ
ロピルセレノメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピル
セレノ）－２，４，５－トリス（β－エピチオプロピルセレノメチル）－３，６－ジチア
オクタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）－２，５－ビス（β－エピチオ
プロピルセレノメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，９－ビス（β－エピチオプロピ
ルセレノ）－５－（β－エピチオプロピルセレノメチル）－５－〔（２－β－エピチオプ
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ロピルセレノエチル）セレノメチル〕－３，７－ジチアノナン、１，１０－ビス（β－エ
ピチオプロピルセレノ）－５，６－ビス〔（２－β－エピチオプロピルセレノエチル）チ
オ〕－３，６，９－トリチアデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）－
４，８－ビス（β－エピチオプロピルセレノメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン
、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）－５，７－ビス（β－エピチオプロピ
ルセレノメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプ
ロピルセレノ）－５，７－〔（２－β－エピチオプロピルセレノエチル）セレノメチル〕
－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）－
４，７－ビス（β－エピチオプロピルセレノメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン
、テトラ〔２－（β－エピチオプロピルセレノ）アセチルメチル〕メタン、１，１，１－
トリ〔２－（β－エピチオプロピルセレノ）アセチルメチル〕プロパン、テトラ〔２－（
β－エピチオプロピルセレノメチル）アセチルメチル〕メタン、１、１，１－トリ〔２－
（β－エピチオプロピルセレノメチル）アセチルメチル〕プロパン、ビス（５，６－エピ
チオ－３－セレノヘキシル）セレニド、２，３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－セレ
ナ－４－セレノヘプチル）－１－（３，４－チオエポキシ－１－セレノブチル）プロパン
、１，１，３，３，－テトラキス（４，５－チオエポキシ－２－セレノペンチル）－２－
セレナプロパン、ビス（４，５－チオエポキシ－２－セレノペンチル）－３，６，９－ト
リセレナウンデカン－１，１１－ビス（３，４－チオエポキシ－１－セレノブチル）、１
，４－ビス（３，４－チオエポキシ－１－セレノブチル）－２，３－ビス（６，７－チオ
エポキシ－１－セレナ－４－セレノヘプチル）ブタン、トリス（４，５－チオエポキシ－
２－セレノペンチル）－３－セレナ－６－チアオクタン－１，８－ビス（３，４－チオエ
ポキシ－１－セレノブチル）、ビス（５，６－エピチオ－３－セレノヘキシル）テルレド
、２，３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－テルラ－４－セレノヘプチル）－１－（３
，４－チオエポキシ－１－セレノブチル）プロパン、１，１，３，３，－テトラキス（４
，５－チオエポキシ－２－セレノペンチル）－２－テルラプロパン、ビス（４，５－チオ
エポキシ－２－セレノペンチル）－３，６，９－トリテレラウンデカン－１，１１－ビス
（３，４－チオエポキシ－１－セレノブチル）、１，４－ビス（３，４－チオエポキシ－
１－セレノブチル）－２，３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－テルラ－４－セレノヘ
プチル）ブタン、トリス（４，５－チオエポキシ－２－セレノペンチル）－３－テルラ－
６－チアオクタン－１，８－ビス（３，４－チオエポキシ－１－セレノブチル）、（１，
３または１，４）－ビス（β－エピチオプロピルセレノ）シクロヘキサン、（１，３また
は１，４）－ビス（β－エピチオプロピルセレノメチル）シクロヘキサン、ビス〔４－（
β－エピチオプロピルセレノ）シクロヘキシル〕メタン、  ２，２－ビス〔４－（β－エ
ピチオプロピルセレノ）シクロヘキシル〕プロパン、ビス〔４－（β－エピチオプロピル
セレノ）シクロヘキシル〕スルフィド、２，５－ビス（β－エピチオプロピルセレノメチ
ル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス（β－エピチオプロピルセレノエチルチオメチル
）－１，４－ジチアン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（３，４－エピチオ
－１－セレノブチル）－１，４－ジセレナン、（２，３または２，５または２，６）－ビ
ス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル）－１，４－ジセレナン、（２，４または２
，５または５，６）－ビス（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）－１，３－ジセレナ
ン、（２，４または２，５または５，６）－ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチ
ル）－１，３－ジセレナン、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（
３，４－エピチオ－１－セレノブチル）－１－チア－４－セレナン、（２，３または２，
５または２，６または３，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル）－１－
チア－４－セレナン、（２，４または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－セレノブ
チル）－１、３－ジセレノラン、（２，４または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２
－セレノペンチル）－１、３－ジセレノラン、（２，４または２，５または４，５）－ビ
ス（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）－１－チア－３－セレノラン、（２，４また
は２，５または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル）－１－チア－
３－セレノラン、２，６－ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル－１，３，５－
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トリセレナン、ビス（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）トリシクロセレナオクタン
、ビス（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）ジシクロセレナノナン、（２，３または
２，４または２，５または３，４）－ビス（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）セレ
ノファン、（２，３または２，４または２，５または３，４）－ビス（４，５－エピチオ
－２－セレノペンチル）セレノファン、２－（４，５－チオエポキシ－２－セレノペンチ
ル）－５－（３，４－チオエポキシ－１－セレノブチル）－１－セレナシクロヘキサン、
（２，３または２，４または２，５または２，６または３，４または３，５または４，５
）－ビス（３，４－チオエポキシ－１－セレノブチル）－１－セレナシクロヘキサン、（
２，３または２，４または２，５または２，６または３，４または３，５または４，５）
－ビス（４，５－チオエポキシ－２－セレノペンチル）－１－セレナシクロヘキサン、（
２，３または２，５または２，６）－ビス（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）－１
，４－ジテルラン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（４，５－エピチオ－２
－セレノペンチル）－１，４－ジテルラン、（２，４または２，５または５，６）－ビス
（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）－１，３－ジテルラン、（２，４または２，５
または５，６）－ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル）－１，３－ジテルラン
、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－セ
レノブチル）－１－チア－４－テルラン、（２，３または２，５または２，６または３，
５）－ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル）－１－チア－４－テルラン、（２
，４または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）－１、３－ジテルロ
ラン、（２，４または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル）－１、
３－ジテルロラン、（２，４または２，５または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１
－セレノブチル）－１－チア－３－テルロラン、（２，４または２，５または４，５）－
ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル）－１－チア－３－テルロラン、２，６－
ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル－１，３，５－トリテルラン、ビス（３，
４－エピチオ－１－セレノブチル）トリシクロテルラオクタン、ビス（３，４－エピチオ
－１－セレノブチル）ジシクロテルラノナン、（２，３または２，４または２，５または
３，４）－ビス（３，４－エピチオ－１－セレノブチル）テルロファン、（２，３または
２，４または２，５または３，４）－ビス（４，５－エピチオ－２－セレノペンチル）テ
ルロファン、２－（４，５－チオエポキシ－２－セレノペンチル）－５－（３，４－チオ
エポキシ－１－セレノブチル）－１－テルラシクロヘキサン、（２，３または２，４また
は２，５または２，６または３，４または３，５または４，５）－ビス（３，４－チオエ
ポキシ－１－セレノブチル）－１－テルラシクロヘキサン、（２，３または２，４または
２，５または２，６または３，４または３，５または４，５）－ビス（４，５－チオエポ
キシ－２－セレノペンチル）－１－テルラシクロヘキサン、（１，３または１，４）－ビ
ス（β－エピチオプロピルセレノ）ベンゼン、（１，３または１，４）－ビス（β－エピ
チオプロピルセレノメチル）ベンゼン、ビス〔４－（β－エピチオプロピルセレノ）フェ
ニル〕メタン、２，２－ビス〔４－（β－エピチオプロピルセレノ）フェニル〕プロパン
、ビス〔４－（β－エピチオプロピルセレノ）フェニル〕スルフィド、ビス〔４－（β－
エピチオプロピルセレノ）フェニル〕スルフォン、４，４’－ビス（β－エピチオプロピ
ルセレノ）ビフェニル等のエピチオアルキルセレノ基を１個以上有するエピスルフィド類
、
ビス（β－エピチオプロピル）テルレド、ビス（β－エピチオプロピル）ジテルレド、ビ
ス（β－エピチオプロピル）トリテルレド、ビス（β－エピチオプロピルテルロ）メタン
、１，２－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）エタン、１，３－ビス（β－エピチオプ
ロピルテルロ）プロパン、１，２－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）プロパン、１－
（β－エピチオプロピルテルロ）－２－（β－エピチオプロピルテルロメチル）プロパン
、１，４－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）ブタン、１，３－ビス（β－エピチオプ
ロピルテルロ）ブタン、１－（β－エピチオプロピルテルロ）－３－（β－エピチオプロ
ピルテルロメチル）ブタン、１，５－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）ペンタン、１
－（β－エピチオプロピルテルロ）－４－（β－エピチオプロピルテルロメチル）ペンタ
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ン、１，６－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）ヘキサン、１－（β－エピチオプロピ
ルテルロ）－５－（β－エピチオプロピルテルロメチル）ヘキサン、１－（β－エピチオ
プロピルテルロ）－２－〔（２－β－エピチオプロピルテルロエチル）チオ〕エタン、１
－（β－エピチオプロピルテルロ）－２－［〔２－（２－β－エピチオプロピルテルロエ
チル）テルロエチル〕チオ］エタン、テトラキス（β－エピチオプロピルテルロメチル）
メタン、１，１，１－トリス（β－エピチオプロピルテルロメチル）プロパン、１，５－
ビス（β－エピチオプロピルテルロ）－２－（β－エピチオプロピルテルロメチル）－３
－チアペンタン、１，５－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）－２，４－ビス（β－エ
ピチオプロピルテルロメチル）－３－チアペンタン、１－（β－エピチオプロピルテルロ
）－２，２－ビス（β－エピチオプロピルテルロメチル）－４－チアヘキサン、１，５，
６－トリス（β－エピチオプロピルテルロ）－４－（β－エピチオプロピルテルロメチル
）－３－チアヘキサン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）－４－（β－エピ
チオプロピルテルロメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エピチオプ
ロピルテルロ）－４，５ビス（β－エピチオプロピルテルロメチル）－３，６－ジチアオ
クタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）－４，４－ビス（β－エピチオプ
ロピルテルロメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピル
テルロ）－２，４，５－トリス（β－エピチオプロピルテルロメチル）－３，６－ジチア
オクタン、１，８－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）－２，５－ビス（β－エピチオ
プロピルテルロメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，９－ビス（β－エピチオプロピ
ルテルロ）－５－（β－エピチオプロピルテルロメチル）－５－〔（２－β－エピチオプ
ロピルテルロエチル）セレノメチル〕－３，７－ジチアノナン、１，１０－ビス（β－エ
ピチオプロピルテルロ）－５，６－ビス〔（２－β－エピチオプロピルテルロエチル）チ
オ〕－３，６，９－トリチアデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）－
４，８－ビス（β－エピチオプロピルテルロメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン
、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）－５，７－ビス（β－エピチオプロピ
ルテルロメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプ
ロピルテルロ）－５，７－〔（２－β－エピチオプロピルテルロエチル）セレノメチル〕
－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）－
４，７－ビス（β－エピチオプロピルテルロメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン
、テトラ〔２－（β－エピチオプロピルテルロ）アセチルメチル〕メタン、１，１，１－
トリ〔２－（β－エピチオプロピルテルロ）アセチルメチル〕プロパン、テトラ〔２－（
β－エピチオプロピルテルロメチル）アセチルメチル〕メタン、１、１，１－トリ〔２－
（β－エピチオプロピルテルロメチル）アセチルメチル〕プロパン、ビス（５，６－エピ
チオ－３－テルロヘキシル）セレニド、２，３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－セレ
ナ－４－テルロヘプチル）－１－（３，４－チオエポキシ－１－テルロブチル）プロパン
、１，１，３，３，－テトラキス（４，５－チオエポキシ－２－テルロペンチル）－２－
セレナプロパン、ビス（４，５－チオエポキシ－２－テルロペンチル）－３，６，９－ト
リセレナウンデカン－１，１１－ビス（３，４－チオエポキシ－１－テルロブチル）、１
，４－ビス（３，４－チオエポキシ－１－テルロブチル）－２，３－ビス（６，７－チオ
エポキシ－１－セレナ－４－テルロヘプチル）ブタン、トリス（４，５－チオエポキシ－
２－テルロペンチル）－３－セレナ－６－チアオクタン－１，８－ビス（３，４－チオエ
ポキシ－１－テルロブチル）、ビス（５，６－エピチオ－３－テルロヘキシル）テルレド
、２，３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－テルラ－４－テルロヘプチル）－１－（３
，４－チオエポキシ－１－テルロブチル）プロパン、１，１，３，３，－テトラキス（４
，５－チオエポキシ－２－テルロペンチル）－２－テルラプロパン、ビス（４，５－チオ
エポキシ－２－テルロペンチル）－３，６，９－トリテレラウンデカン－１，１１－ビス
（３，４－チオエポキシ－１－テルロブチル）、１，４－ビス（３，４－チオエポキシ－
１－テルロブチル）－２，３－ビス（６，７－チオエポキシ－１－テルラ－４－テルロヘ
プチル）ブタン、トリス（４，５－チオエポキシ－２－テルロペンチル）－３－テルラ－
６－チアオクタン－１，８－ビス（３，４－チオエポキシ－１－テルロブチル）、（１，
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３または１，４）－ビス（β－エピチオプロピルテルロ）シクロヘキサン、（１，３また
は１，４）－ビス（β－エピチオプロピルテルロメチル）シクロヘキサン、ビス〔４－（
β－エピチオプロピルテルロ）シクロヘキシル〕メタン、  ２，２－ビス〔４－（β－エ
ピチオプロピルテルロ）シクロヘキシル〕プロパン、ビス〔４－（β－エピチオプロピル
テルロ）シクロヘキシル〕スルフィド、２，５－ビス（β－エピチオプロピルテルロメチ
ル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス（β－エピチオプロピルテルロエチルチオメチル
）－１，４－ジチアン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（３，４－エピチオ
－１－テルロブチル）－１，４－ジセレナン、（２，３または２，５または２，６）－ビ
ス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル）－１，４－ジセレナン、（２，４または２
，５または５，６）－ビス（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）－１，３－ジセレナ
ン、（２，４または２，５または５，６）－ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチ
ル）－１，３－ジセレナン、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（
３，４－エピチオ－１－テルロブチル）－１－チア－４－セレナン、（２，３または２，
５または２，６または３，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル）－１－
チア－４－セレナン、（２，４または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－テルロブ
チル）－１、３－ジセレノラン、（２，４または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２
－テルロペンチル）－１、３－ジセレノラン、（２，４または２，５または４，５）－ビ
ス（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）－１－チア－３－セレノラン、（２，４また
は２，５または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル）－１－チア－
３－セレノラン、２，６－ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル－１，３，５－
トリセレナン、ビス（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）トリシクロセレナオクタン
、ビス（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）ジシクロセレナノナン、（２，３または
２，４または２，５または３，４）－ビス（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）セレ
ノファン、（２，３または２，４または２，５または３，４）－ビス（４，５－エピチオ
－２－テルロペンチル）セレノファン、２－（４，５－チオエポキシ－２－テルロペンチ
ル）－５－（３，４－チオエポキシ－１－テルロブチル）－１－セレナシクロヘキサン、
（２，３または２，４または２，５または２，６または３，４または３，５または４，５
）－ビス（３，４－チオエポキシ－１－テルロブチル）－１－セレナシクロヘキサン、（
２，３または２，４または２，５または２，６または３，４または３，５または４，５）
－ビス（４，５－チオエポキシ－２－テルロペンチル）－１－セレナシクロヘキサン、（
２，３または２，５または２，６）－ビス（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）－１
，４－ジテルラン、（２，３または２，５または２，６）－ビス（４，５－エピチオ－２
－テルロペンチル）－１，４－ジテルラン、（２，４または２，５または５，６）－ビス
（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）－１，３－ジテルラン、（２，４または２，５
または５，６）－ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル）－１，３－ジテルラン
、（２，３または２，５または２，６または３，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－テ
ルロブチル）－１－チア－４－テルラン、（２，３または２，５または２，６または３，
５）－ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル）－１－チア－４－テルラン、（２
，４または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）－１、３－ジテルロ
ラン、（２，４または４，５）－ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル）－１、
３－ジテルロラン、（２，４または２，５または４，５）－ビス（３，４－エピチオ－１
－テルロブチル）－１－チア－３－テルロラン、（２，４または２，５または４，５）－
ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル）－１－チア－３－テルロラン、２，６－
ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル－１，３，５－トリテルラン、ビス（３，
４－エピチオ－１－テルロブチル）トリシクロテルラオクタン、ビス（３，４－エピチオ
－１－テルロブチル）ジシクロテルラノナン、（２，３または２，４または２，５または
３，４）－ビス（３，４－エピチオ－１－テルロブチル）テルロファン、（２，３または
２，４または２，５または３，４）－ビス（４，５－エピチオ－２－テルロペンチル）テ
ルロファン、２－（４，５－チオエポキシ－２－テルロペンチル）－５－（３，４－チオ
エポキシ－１－テルロブチル）－１－テルラシクロヘキサン、（２，３または２，４また
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は２，５または２，６または３，４または３，５または４，５）－ビス（３，４－チオエ
ポキシ－１－テルロブチル）－１－テルラシクロヘキサン、（２，３または２，４または
２，５または２，６または３，４または３，５または４，５）－ビス（４，５－チオエポ
キシ－２－テルロペンチル）－１－テルラシクロヘキサン、（１，３または１，４）－ビ
ス（β－エピチオプロピルテルロ）ベンゼン、（１，３または１，４）－ビス（β－エピ
チオプロピルテルロメチル）ベンゼン、ビス〔４－（β－エピチオプロピルテルロ）フェ
ニル〕メタン、２，２－ビス〔４－（β－エピチオプロピルテルロ）フェニル〕プロパン
、ビス〔４－（β－エピチオプロピルテルロ）フェニル〕スルフィド、ビス〔４－（β－
エピチオプロピルテルロ）フェニル〕スルフォン、４，４’－ビス（β－エピチオプロピ
ルテルロ）ビフェニル等のエピチオアルキルテルロ基を１個以上有するエピスルフィド類
、ビニルフェニルチオグリシジルエーテル、ビニルベンジルチオグリシジルエーテル、チ
オグリシジルメタクリレート、チオグリシジルアクリレート、アリルチオグリシジルエー
テル等の不飽和基を有するエピスルフィド類、エチレンスルフィド、プロピレンスルフィ
ド、チオグリシドール、チオグリシジル酢酸エステル、チオグリシジルプロピオン酸エス
テル、チオグリシジル安息香酸エステル等ののその他のエピスルフィド類、さらには、以
上列記のエピスルフィド化合物のエピチオ基の水素の１個以上がメチル基で置換されたエ
ピスルフィド類等があげられる。これら硫黄原子を有する（２）式で表されるエピ（ジ）
チオエチル基を有する化合物（メルカプト基は有さない）は、単独でも、２種類以上を混
合して使用してもかまわない。
【００２０】
本発明の光学材料用組成物には、本発明で使用する分子内に１個以上のメルカプト基と１
個以上のエピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結合を有する化合物に加え、
耐酸化性、耐候性、染色性、強度等の各種性能改良を目的として組成成分の化合物と一部
もしくは全部と反応可能な化合物を添加して硬化重合することも可能である。この場合は
、反応のために必要に応じて公知の重合硬化触媒を別途加えることができる。
【００２１】
組成成分の一部もしくは全部と反応可能な化合物として、エポキシ化合物類、カルボン酸
類、カルボン酸無水物類、フェノール類、アミン類、ビニル化合物類、アリル化合物類、
アクリル化合物類、メタクリル化合物類、エピチオエチル基およびエピチオエチレン結合
を有さないメルカプタン類等が挙げられる。
以下にこれらの代表的な具体例を示す。
【００２２】
（１）エチレンオキサイド、プロピレオキサイド等のモノエポキシ化合物類、ヒドロキノ
ン、カテコール、レゾルシン、ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、ビスフェノールエ
ーテル、ハロゲン化ビスフェノールＡ、ノボラック樹脂等の多価フェノール化合物とエピ
ハロヒドリンの縮合により製造されるフェノール系エポキシ化合物、メタノール、エタノ
ール、プロパノール、ブタノール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリ
コール、ポリプロピレングリコール、１、３－プロパンジオール、１、４－ブタンジオー
ル、１、６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、グリセリン、トリメチロール
プロパン、ペンタエリスリトール、１、３－および１、４－シクロヘキサンジオール、１
、３－および１、４－シクロヘキサンジメタノール、水添ビスフェノールＡ、ビスフェノ
ールＡ・エチレンオキサイド付加物、ビスフェノールＡ・プロピレンオキサイド付加物等
のアルコール化合物とエピハロヒドリンの縮合により製造されるアルコール系エポキシ化
合物、上述のアルコールおよびフェノール化合物とジイソシアネート等から製造されるウ
レタン系エポキシ化合物、酢酸、プロピオン酸、安息香酸、アジピン酸、セバチン酸、ド
デカンジカルボン酸、ダイマー酸、フタル酸、イソ、テレフタル酸、テトラヒドロフタル
酸、メチルテトラヒドロフタル酸、ヘキサヒドロフタル酸、ヘット酸、ナジック酸、マレ
イン酸、コハク酸、フマール酸、トリメリット酸、ベンゼンテトラカルボン酸、ベンゾフ
ェノンテトラカルボン酸、ナフタリンジカルボン酸、ジフェニルジカルボン酸、アクリル
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酸、メタクリル酸、マレイン酸、フマル酸等のカルボン酸化合物とエピハロヒドリンの縮
合により製造されるグリシジルエステル系エポキシ化合物、エチレンジアミン、１，２－
ジアミノプロパン、１，３－ジアミノプロパン、１，２－ジアミノブタン、１，３－ジア
ミノブタン、１，４－ジアミノブタン、１，５－ジアミノペンタン、１，６－ジアミノヘ
キサン、１，７－ジアミノヘプタン、１，８－ジアミノオクタン、ビス－（３－アミノプ
ロピル）エーテル、１，２－ビス－（３－アミノプロポキシ）エタン、１，３－ビス－（
３－アミノプロポキシ）－２，２’－ジメチルプロパン、１，２－、１，３－あるいは１
，４－ビスアミノシクロヘキサン、１，３－あるいは１，４－ビスアミノメチルシクロヘ
キサン、１，３－あるいは１，４－ビスアミノエチルシクロヘキサン、１，３－あるいは
１，４－ビスアミノプロピルシクロヘキサン、水添４，４’－ジアミノジフェニルメタン
、イソホロンジアミン、１，４－ビスアミノプロピルピペラジン、ｍ－、あるいはｐ－フ
ェニレンジアミン、２，４－あるいは２，６－トリレンジアミン、ｍ－、あるいはｐ－キ
シリレンジアミン、１，５－あるいは、２，６－ナフタレンジアミン、４，４’－ジアミ
ノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフェニルエーテル、２，２－（４，４’－ジ
アミノジフェニル）プロパン、Ｎ，Ｎ’－ジメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチ
ル－１，２－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，３－ジアミノプロパン、Ｎ，
Ｎ’－ジメチル－１，２－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，３－ジアミノブタ
ン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，４－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，５－ジア
ミノペンタン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－１，６－ジアミノヘキサン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－
１，７－ジアミノヘプタン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジエチル
－１，２－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，３－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ
’－ジエチル－１，２－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，３－ジアミノブタン
、Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，４－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ’－ジエチル－１，６－ジアミ
ノヘキサン、ピペラジン、２－メチルピペラジン、２，５－あるいは２，６－ジメチルピ
ペラジン、ホモピペラジン、１，１－ジ－（４－ピペリジル）－メタン、１，２－ジ－（
４－ピペリジル）－エタン、１，３－ジ－（４－ピペリジル）－プロパン、１，４－ジ－
（４－ピペリジル）－ブタンとエピハロヒドリンの縮合により製造されるアミン系エポキ
シ化合物、ビス（β－エポキシプロピル）スルフィド、ビス（β－エポキシプロピルチオ
）メタン、１，２－ビス（β－エポキシプロピルチオ）エタン、１，３－ビス（β－エポ
キシプロピルチオ）プロパン、１，２－ビス（β－エポキシプロピルチオ）プロパン、１
－（β－エポキシプロピルチオ）－２－（β－エポキシプロピルチオメチル）プロパン、
１，４－ビス（β－エポキシプロピルチオ）ブタン、１，３－ビス（β－エポキシプロピ
ルチオ）ブタン、１－（β－エポキシプロピルチオ）－３－（β－エポキシプロピルチオ
メチル）ブタン、１，５－ビス（β－エポキシプロピルチオ）ペンタン、１－（β－エポ
キシプロピルチオ）－４－（β－エポキシプロピルチオメチル）ペンタン、１，６－ビス
（β－エポキシプロピルチオ）ヘキサン、１－（β－エポキシプロピルチオ）－５－（β
－エポキシプロピルチオメチル）ヘキサン、１－（β－エポキシプロピルチオ）－２－〔
（２－β－エポキシプロピルチオエチル）チオ〕エタン、１－（β－エポキシプロピルチ
オ）－２－［〔２－（２－β－エポキシプロピルチオエチル）チオエチル〕チオ］エタン
、テトラキス（β－エポキシプロピルチオメチル）メタン、１，１，１－トリス（β－エ
ポキシプロピルチオメチル）プロパン、１，５－ビス（β－エポキシプロピルチオ）－２
－（β－エポキシプロピルチオメチル）－３－チアペンタン、１，５－ビス（β－エポキ
シプロピルチオ）－２，４－ビス（β－エポキシプロピルチオメチル）－３－チアペンタ
ン、１－（β－エポキシプロピルチオ）－２，２－ビス（β－エポキシプロピルチオメチ
ル）－４－チアヘキサン、１，５，６－トリス（β－エポキシプロピルチオ）－４－（β
－エポキシプロピルチオメチル）－３－チアヘキサン、１，８－ビス（β－エポキシプロ
ピルチオ）－４－（β－エポキシプロピルチオメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，
８－ビス（β－エポキシプロピルチオ）－４，５ビス（β－エポキシプロピルチオメチル
）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エポキシプロピルチオ）－４，４－ビ
ス（β－エポキシプロピルチオメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－
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エポキシプロピルチオ）－２，４，５－トリス（β－エポキシプロピルチオメチル）－３
，６－ジチアオクタン、１，８－ビス（β－エポキシプロピルチオ）－２，５－ビス（β
－エポキシプロピルチオメチル）－３，６－ジチアオクタン、１，９－ビス（β－エポキ
シプロピルチオ）－５－（β－エポキシプロピルチオメチル）－５－〔（２－β－エポキ
シプロピルチオエチル）チオメチル〕－３，７－ジチアノナン、１，１０－ビス（β－エ
ポキシプロピルチオ）－５，６－ビス〔（２－β－エポキシプロピルチオエチル）チオ〕
－３，６，９－トリチアデカン、１，１１－ビス（β－エポキシプロピルチオ）－４，８
－ビス（β－エポキシプロピルチオメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１
１－ビス（β－エポキシプロピルチオ）－５，７－ビス（β－エポキシプロピルチオメチ
ル）－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１１－ビス（β－エポキシプロピルチオ）
－５，７－〔（２－β－エポキシプロピルチオエチル）チオメチル〕－３，６，９－トリ
チアウンデカン、１，１１－ビス（β－エポキシプロピルチオ）－４，７－ビス（β－エ
ポキシプロピルチオメチル）－３，６，９－トリチアウンデカン、１，３および１，４－
ビス（β－エポキシプロピルチオ）シクロヘキサン、１，３および１，４－ビス（β－エ
ポキシプロピルチオメチル）シクロヘキサン、ビス〔４－（β－エポキシプロピルチオ）
シクロヘキシル〕メタン、２，２－ビス〔４－（β－エポキシプロピルチオ）シクロヘキ
シル〕プロパン、ビス〔４－（β－エポキシプロピルチオ）シクロヘキシル〕スルフィド
、２，５－ビス（β－エポキシプロピルチオメチル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス
（β－エポキシプロピルチオエチルチオメチル）－１，４－ジチアン、１，３および１，
４－ビス（β－エポキシプロピルチオ）ベンゼン、１，３および１，４－ビス（β－エポ
キシプロピルチオメチル）ベンゼン、ビス〔４－（β－エポキシプロピルチオ）フェニル
〕メタン、２，２－ビス〔４－（β－エポキシプロピルチオ）フェニル〕プロパン、ビス
〔４－（β－エポキシプロピルチオ）フェニル〕スルフィド、ビス〔４－（β－エポキシ
プロピルチオ）フェニル〕スルフォン、４，４’－ビス（β－エポキシプロピルチオ）ビ
フェニル等の含硫エポキシ化合物、３、４－エポキシシクロヘキシル－３、４－エポキシ
シクロヘキサンカルボキシレート、ビニルシクリヘキサンジオキサイド、２－（３、４－
エポキシシクロヘキシル）－５、５－スピロ－３、４－エポキシシクロヘキサン－メタ－
ジオキサン、ビス（３、４－エポキシシクロヘキシル）アジペート等の脂環式エポキシ化
合物、シクロペンタジエンエポキシド、エポキシ化大豆油、エポキシ化ポリブタジエン、
ビニルシクロヘキセンエポキシド等の不飽和化合物のエポキシ化により製造されるエポキ
シ化合物、ビニルフェニルグリシジルエーテル、ビニルベンジルグリシジルエーテル、グ
リシジルメタクリレート、グリシジルアクリレート、アリルグリシジルエーテル等の不飽
和基を有するエポキシ化合物、等のエポキシ化合物類、
（２）（１）のエポキシ化合物のところで説明したエピハロヒドリンと反応させる相手の
原料として例示したカルボン酸類、
（３）（１）のエポキシ化合物のところで説明したエピハロヒドリンと反応させる相手の
原料として例示したカルボン酸無水物類、
（４）（１）のエポキシ化合物のところで説明したエピハロヒドリンと反応させる相手の
原料として例示したフェノール類、
（５）（１）のエポキシ化合物のところで説明したエピハロヒドリンと反応させる相手の
原料として例示したアミン類、
（６）ビニルエーテル、エチルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル、２－エチル
ヘキシルビニルエーテル、フェニルビニルエーテル、ベンジルビニルエーテル、２－クロ
ロエチルビニルエーテル、シクロヘキシルビニルエーテル、ビニルグリシジルエーテル、
ビニルアルコール、メチルビニルカルビノール、エチレングリコールモノビニルエーテル
、エチレングリコールジビニルエーテル、ジエチレングリコールモノビニルエーテル、ジ
エチレングリコールジビニルエーテル、テトラメチレングリコールモノビニルエーテル、
ジビニルスルフィド、ビニルエチルスルフィド、ビニルフェニルスルフィド、メチルビニ
ルケトン、ジビニルジカーボネイト、ビニルジグリコールカーボネイト、ビニレンカーボ
ネイト、酢酸ビニル、クロロ酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、ヘキサン酸
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ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、アジピン酸ジビニル、安息香酸ビニル、サリチル
酸ビニル、アクリル酸ビニル、メタクリル酸ビニル、ビニルブロマイド、ビニルアイオダ
イド、ビニルリン酸、ビニル尿素、スチレン、２－メチルスチレン、３－メチルスチレン
、４－メチルスチレン、α－メチルスチレン、２，４，６－トリメチルスチレン、４－ｔ
－ブチルスチレン、スチルベン、ビニルフェノール、３－ビニルベンジルアルコール、４
－ビニルベンジルアルコール、２－（４－ビニルフェニルチオ）エタノール、２－（３－
ビニルフェニルチオ）エタノール、２－（４－ビニルベンジルチオ）エタノール、２－（
３－ビニルベンジルチオ）エタノール、１，３－ビス（４－ビニルベンジルチオ）－２－
プロパノール、１，３－ビス（３－ビニルベンジルチオ）－２－プロパノール、２，３－
ビス（４－ビニルベンジルチオ）－１－プロパノール、２，３－ビス（３－ビニルベンジ
ルチオ）－１－プロパノール、シンナミルアルコール、シンナムアルデヒド、１，３－ジ
ビニルベンゼン、１，４－ジビニルベンゼン、トリビニルベンゼン、ジビニルフタレート
、２－クロロスチレン、３－クロロスチレン、４－クロロスチレン、３－クロロメチルス
チレン、４－クロロメチルスチレン、４－アミノスチレン、３－シアノメチルスチレン、
４－シアノメチルスチレン、４－ビニルビフェニル、２，２’－ジビニルビフェニル、４
，４’－ジビニルビフェニル、２，２’－ジスチリルエーテル、４，４’－ジスチリルエ
ーテル、２，２’－ジスチリルスルフィド、４，４’－ジスチリルスルフィド、２，２－
ビス（４－ビニルフェニル）プロパン、ビス（４－ビニルフェニル）エーテル、２，２－
ビス（４－ビニロキシフェニル）プロパン等のビニル化合物類、
（７）（６）のビニル化合物類で例示した化合物のビニル基の一部もしくは全部がアリル
基に置き換わったアリル化合物類、
（８）メチルアクリレート、エチルアクリレート、プロピルアクリレート、ブチルアクリ
レート、シクロヘキシルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、３－ヒドロ
キシプロピルアクリレート、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、３－フェノキシ－２
－ヒドロキシプロピルアクリレート、トリメチロールプロパンモノアクリレート、２－ヒ
ドロキシエチルイソシアヌレートモノアクリレート、２－ヒドロキシエチルイソシアヌレ
ートジアクリレート、２－ヒドロキシエチルシアヌレートモノアクリレート、２－ヒドロ
キシエチルシアヌレートジアクリレート、エチレングリコールジアクリレート、ジエチレ
ングリコールジアクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレート、トリエチレ
ングリコールジアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、プロピレングリ
コールジアクリレート、１、３－プロパンジオールジアクリレート、１，３－ブタンジオ
ールジアクリレート、１、４－ブタンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオー
ルジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ポリプロピレングリコール
ジアクリレート、２－ヒドロキシ－１，３－ジアクリロキシプロパン、２，２－ビス〔４
－（アクリロキシエトキシ）フェニル〕プロパン、２，２－ビス〔４－（アクリロキシエ
トキシ）シクロヘキシル〕プロパン、２，２－ビス〔４－（２－ヒドロキシ－３－アクリ
ロキシプロポキシ）フェニル〕プロパン、２，２－ビス〔４－（アクリロキシ・ジエトキ
シ）フェニル〕プロパン、２，２－ビス〔４－（アクリロキシ・ポリエトキシ）フェニル
〕プロパン、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリスリトールモノアク
リレート、ペンタエリスリトールジアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレー
ト、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ビス（２，２，２－トリメチロールエチ
ル）エーテルのペンタアクリレート、ビス（２，２，２－トリメチロールエチル）エーテ
ルのヘキサアクリレート、ビス（４－アクロイルチオフェニル）スルフィド等のアクリル
化合物類、
（９）（８）のアクリル化合物類で例示した化合物のアクリル基の一部もしくは全部がメ
タクリル基に置き換わったメタクリル化合物類、
（１０）メチルメルカプタン、エチルメルカプタン、ｎ－プロピルメルカプタン、ｎ－ブ
チルメルカプタン、アリルメルカプタン、ｎ－ヘキシルメルカプタン、ｎ－オクチルメル
カプタン、ｎ－デシルメルカプタン、ｎ－ドデシルメルカプタン、ｎ－テトラデシルメル
カプタン、ｎ－ヘキサデシルメルカプタン、ｎ－オクタデシルメルカプタン、シクロヘキ
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シルメルカプタン、ｉ－プロピルメルカプタン、ｔ－ブチルメルカプタン、ｔ－ノニルメ
ルカプタン、ｔ－ドデシルメルカプタン、フェニルメルカプタン、ベンジルメルカプタン
、３－メチルフェニルメルカプタン、４－メチルフェニルメルカプタン、４－クロロベン
ジルメルカプタン、４－ビニルベンジルメルカプタン、３－ビニルベンジルメルカプタン
、メチルメルカプトプロピオネート、２－メルカプトエタノール、３－メルカプト－１，
２－プロパンジオール、２－メルカプト－１，３－プロパンジオール、メルカプト酢酸、
メルカプトグリコール酸、メルカプトプロピオン酸、メタンジチオール、１，２－ジメル
カプトエタン、１，２－ジメルカプトプロパン、１，３－ジメルカプトプロパン、２，２
－ジメルカプトプロパン、１，４－ジメルカプトブタン、１，６－ジメルカプトヘキサン
、ビス（２－メルカプトエチル）エーテル、ビス（２－メルカプトエチル）スルフィド、
１，２－ビス（２－メルカプトエチルオキシ）エタン、１，２－ビス（２－メルカプトエ
チルチオ）エタン、２，３－ジメルカプト－１－プロパノール、１，３－ジメルカプト－
２－プロパノール、１，２，３－トリメルカプトプロパン、２－メルカプトメチル－１，
３－ジメルカプトプロパン、２－メルカプトメチル－１，４－ジメルカプトブタン、２－
（２－メルカプトエチルチオ）－１，３－ジメルカプトプロパン、４－メルカプトメチル
－１，８－ジメルカプト－３，６－ジチアオクタン、２，４－ジメルカプトメチル－１，
５－ジメルカプト－３－チアペンタン、４，８－ジメルカプトメチル－１，１１－ジメル
カプト－３，６，９－トリチアウンデカン、４，７－ジメルカプトメチル－１，１１－ジ
メルカプト－３，６，９－トリチアウンデカン、５，７－ジメルカプトメチル－１，１１
－ジメルカプト－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１，１－トリス（メルカプトメ
チル）プロパン、テトラキス（メルカプトメチル）メタン、エチレングリコールビス（２
－メルカプトアセテート）、エチレングリコールビス（３－メルカプトプロピオネート）
、ジエチレングリコールビス（２－メルカプトアセテート）、ジエチレングリコールビス
（３－メルカプトプロピオネート）、１，４－ブタンジオールビス（２－メルカプトアセ
テート）、１，４－ブタンジオールビス（３－メルカプトプロピオネート）、トリメチロ
ールプロパントリス（２－メルカプトアセテート）、トリメチロールプロパントリス（３
－メルカプトプロピオネート）、  ペンタエリスリトールテトラキス（２－メルカプトセ
テート）、ペンタエリスリトールテトラキス（３－メルカプトプロピオネート）、１，２
－ジメルカプトシクロヘキサン、１，３－ジメルカプトシクロヘキサン、１，４－ジメル
カプトシクロヘキサン、１，３－ビス（メルカプトメチル）シクロヘキサン、１，４－ビ
ス（メルカプトメチル）シクロヘキサン、２，５－ビス（メルカプトメチル）－１，４－
ジチアン、２，５－ビス（２－メルカプトエチル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス（
２－メルカプトエチルチオメチル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス（メルカプトメチ
ル）－１－チアン、２，５－ビス（２－メルカプトエチル）－１－チアン、２，５－ビス
（メルカプトメチル）チオフェン等の脂肪族メルカプタン類、および、１，２－ジメルカ
プトベンゼン、１，３－ジメルカプトベンゼン、１，４－ジメルカプトベンゼン、１，３
－ビス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，４－ビス（メルカプトメチル）ベンゼン、２
，２’－ジメルカプトビフェニル、４、４’－ジメルカプトビフェニル、ビス（４－メル
カプトフェニル）メタン、２，２－ビス（４－メルカプトフェニル）プロパン、ビス（４
－メルカプトフェニル）エーテル、ビス（４－メルカプトフェニル）スルフィド、ビス（
４－メルカプトフェニル）スルホン、ビス（４－メルカプトメチルフェニル）メタン、２
，２－ビス（４－メルカプトメチルフェニル）プロパン、ビス（４－メルカプトメチルフ
ェニル）エーテル、ビス（４－メルカプトメチルフェニル）スルフィド、４－ヒドロキシ
チオフェノール、メルカプト安息香酸等の芳香族環状メルカプタン類等のエピチオエチル
基およびエピチオエチレン結合を有さないメルカプタン類。
【００２３】
また、屈折率の向上を目的に、硫黄原子および／またはセレン原子を含む無機化合物を使
用することも可能である。この屈折率向上成分の具体例としては、硫黄、硫化水素、二硫
化炭素、セレノ硫化炭素、硫化アンモニウム、二酸化硫黄、三酸化硫黄等の硫黄酸化物、
チオ炭酸塩、硫酸およびその塩、硫酸水素塩、亜硫酸塩、次亜硫酸塩、過硫酸塩、チオシ
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アン酸塩、チオ硫酸塩、二塩化硫黄、塩化チオニル、チオホスゲン等のハロゲン化物、硫
化硼素、硫化窒素、硫化珪素、硫化リン、硫化砒素、金属硫化物、金属水硫化物等の硫黄
原子を有する無機化合物、硫化セレンを除き、この条件を満たす無機化合物をすべて包括
する。具体例としては、セレン、セレン化水素、二酸化セレン、二セレン化炭素、セレン
化アンモニウム、二酸化セレン等のセレン酸化物、セレン酸およびその塩、亜セレン酸お
よびその塩、セレン酸水素塩、セレノ硫酸およびその塩、セレノピロ硫酸およびその塩、
四臭化セレン、オキシ塩化セレン等のハロゲン化物、セレノシアン酸塩、セレン化硼素、
セレン化リン、セレン化砒素、金属のセレン化物等のセレン原子を有する無機化合物があ
げられる。これら硫黄原子およびセレン原子を有する無機化合物は、単独でも、２種類以
上を混合して使用してもかまわない。
【００２４】
本発明の光学材料製造方法において、公知の酸化防止剤や紫外線吸収剤等の添加剤を加え
て、得られる材料の実用性をより向上せしめることはもちろん可能である。また、本発明
の光学材料は重合中に型から剥がれやすい場合には公知の外部および／または内部密着性
改善剤を添加し、または型から剥がれにくい場合には公知の外部および／または内部離型
性改善剤を添加して、得られる硬化材料と型の密着性または離型性を向上せしめることも
有効である。
【００２５】
本発明において光学材料製造方法は、分子内に１個以上のメルカプト基と１個以上のエピ
チオエチル基および／またはエピチオエチレン結合を有する化合物もしくはこれを含む光
学材料用組成物、触媒、密着性改善剤または離型性改善剤、酸化防止剤、ブルーイング剤
、紫外線吸収剤、各種性能改良添加剤等の添加剤を混合、均一とした後、ガラスや金属製
の型に注入し、加熱によって重合硬化反応を進めた後、型から外し製造される。
【００２６】
分子内に１個以上のメルカプト基と、１個以上のエピチオエチル基および／またはエピチ
オエチレン結合を有する化合物もしくはこれを含む光学材料用組成物を含有する成分の一
部または全部を注型前に触媒の存在下または非存在下、撹拌下または非撹拌下で－１００
～１６０℃で、０．１～４８０時間かけて予備的に重合せしめた後、光学材料用組成物を
調製して注型を行う事も可能である。特に、光学材料用組成物中の化合物に固体成分が含
まれ、ハンドリングが容易でない場合はこの予備的な重合が効果的である。この予備的な
重合条件は、好ましくは－１０～１２０℃で０．１～２４０時間、より好ましくは０～１
００℃で０．１～１２０時間で実施する。
【００２７】
本発明の硬化樹脂光学材料の製造方法は、さらに詳しく述べるならば以下の通りである。
前述の様に、主原料および副原料を混合後、型に注入硬化して製造されるが、分子内に１
個以上のメルカプト基と１個以上のエピチオエチル基および／またはエピチオエチレン結
合を有する化合物、該化合物と反応可能な化合物、性能改良剤として使用する組成成分の
一部もしくは全部と反応可能な化合物、触媒、密着性改善剤または離型性改善剤、酸化防
止剤、ブルーイング剤、紫外線吸収剤、各種性能改良添加剤等の添加剤は、全て同一容器
内で同時に撹拌下に混合しても、各原料を段階的に添加混合しても、数成分を別々に混合
後さらに同一容器内で再混合しても良い。各原料および添加剤等はいかなる順序で混合し
てもかまわない。混合にあたり、設定温度、これに要する時間等は基本的には各成分が十
分に混合される条件であればよいが、過剰の温度、時間は各原料、添加剤間の好ましくな
い反応が起こり、さらには粘度の上昇をきたし注型操作を困難にする等適当ではない。混
合温度は－５０℃から１００℃程度の範囲で行われるべきであり、好ましい温度範囲は－
３０℃から７０℃、さらに好ましいのは、－５℃から５０℃である。混合時間は、１分か
ら１２時間、好ましくは５分から１０時間、最も好ましいのは５分から６時間程度である
。各原料、添加剤の混合前、混合時あるいは混合後に、減圧下に脱ガス操作を行う事は、
後の注型重合硬化中の気泡発生を防止する点からは好ましい方法である。この時の減圧度
は０．１ｍｍＨｇから７００ｍｍＨｇ程度で行うが、好ましいのは０．５ｍｍＨｇから３
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００ｍｍＨｇである。さらには、これらの混合物あるいは混合前の主、副原料を０．０５
～３μｍ程度の孔径を有するフィルターで不純物等を濾過し精製することは本発明の光学
材料の品質をさらに高める上からも好ましい。ガラスや金属製の型に注入後、電気炉や水
または油浴等による重合硬化を行うが、硬化時間は０．１～１００時間、通常１～７２時
間であり、硬化温度は－１０～１６０℃、通常０～１４０℃である。重合は所定の重合温
度で所定時間のホールド、０．１℃～１００℃／ｈの昇温、０．１℃～１００℃／ｈの降
温およびこれらの組み合わせで行うことができる。また、硬化終了後、材料を５０から１
５０℃の温度で１０分から５時間程度アニール処理を行う事は、本発明の光学材料の歪を
除くために好ましい処理である。さらに必要に応じて染色、ハードコート、反射防止、防
曇性、耐衝撃性付与等表面処理を行うことができる。
【００２８】
【発明の効果】
本発明の分子内に１個以上のメルカプト基と、１個以上のエピチオエチル基および／また
はエピチオエチレン結合を有する化合物からなる組成物により、高屈折率と高アッベ数を
有する光学材料の色調と耐衝撃性を向上させることが可能になった。
【００２９】
【実施例】
以下、実施例により本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されるものでは
ない。なお、得られたレンズの評価は以下の方法で行った。
屈折率、アッベ数（Ｎｄ、νｄ）：アッベ屈折計を用い、２５℃で測定した。
耐衝撃性：２．５ｍｍ厚の平板に１２７ｃｍの高さより１０ｇの鉄球から落下させて、順
次鉄球の重量を１０ｇずつ増加させて破壊するまで試験を行った時、破壊時の鉄球の与え
た衝撃エネルギーを測定した。
色調：色彩計を用いて２．５ｍｍ厚のレンズのδＹＩ値を測定し、１．０未満のものを〇
、１．０以上１．５未満のものを△、１．５以上のものを×とした。
耐熱性：ＴＭＡを用い、１ｍｍのピンに１０ｇの荷重を与え１０℃／分で昇温し軟化点を
した。軟化点が１００℃以上のものを〇、８０℃以上１００℃未満のものを△、８０℃以
下のものを×とした。
【００３０】
実施例１
２，３－エピチオ－１，４－ジメルカプトブタン５４重量部、メタキシリレンジイソシア
ネート４６重量部の合計１００重量部に対し、触媒としてテトラブチルホスホニウムブロ
マイド０．１重量部を混合後均一液とした。ついでこれを０．５μｍのＰＴＦＥフィルタ
ーで濾過し、２．５ｍｍ厚の平板レンズ用モールドに注入し、オーブン中で１０℃から２
２時間かけて１２０℃に昇温し重合硬化させ、レンズを製造した。得られたレンズは良好
な耐熱性および物理特性を示し、透明性および表面状態は良好であった。レンズの屈折率
、アッベ数、耐衝撃性、色調および耐熱性の測定結果を表１に示した。
【００３１】
実施例２～１０、比較例１～６
表１に示す組成を使用する以外は実施例１を繰り返した。レンズの屈折率、アッベ数、耐
衝撃性、色調および耐熱性の測定結果を表１に示した。
【００３２】
【表１】
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